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は
じ
め
に

　

昨
年
８
月
５
日
、
朝
鮮
社
会
科
学
院
と
在
日
本
朝
鮮
社
会
科
学
者
協
会
（
社
協
）
代
表
に
よ
る
学
術
討
論

会
が
、
平
壌
の
人
民
文
化
宮
殿
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
８
日
に
は
歴
史
、
言
語
学
、
経
済
な
ど
分
科
別
集
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　

社
協
は
学
術
交
流
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
強
化
し
て
い
く
た
め
、
社
会
科
学
院
の
学
者
や
研
究
者
た

ち
と
の
交
流
を
重
視
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
学
術
討
論
会
は
、
２
０
０
５
年
に
平
壌
で
共
同
で
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
て
以
来
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　

こ
の
間
、
日
本
当
局
の
共
和
国
に
対
す
る
制
裁
措
置
、
総
聯
と
在
日
同
胞
に
対
す
る
不
当
な
弾
圧
が
続
い

た
た
め
、
社
協
メ
ン
バ
ー
と
朝
鮮
の
学
者
、
研
究
者
た
ち
の
間
の
学
術
交
流
は
困
難
を
き
わ
め
ま
し
た
が
、

３
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
た
討
論
会
で
は
互
い
の
変
わ
ら
ぬ
絆
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　

社
会
科
学
院
の
院
長
は
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
創
建
60
周
年
を
迎
え
る
年
に
学
術
討
論
会
が
開
催

さ
れ
た
こ
と
は
非
常
に
意
義
深
い
こ
と
だ
と
述
べ
、
異
国
の
厳
し
い
情
勢
下
で
も
、
絶
え
間
な
く
自
ら
の
研

究
活
動
を
繰
り
広
げ
て
き
た
在
日
朝
鮮
人
社
会
科
学
者
た
ち
を
激
励
し
ま
し
た
。 

　

討
論
会
で
は
、
哲
学
、
歴
史
、
経
済
の
各
分
野
で
社
会
科
学
院
傘
下
研
究
所
の
所
長
や
研
究
者
に
よ
る
５

編
の
論
文
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

哲
学
分
野
で
は
「
先
軍
思
想
の
理
解
を
深
め
る
う
え
で
提
起
さ
れ
る
い
く
つ
か
の
問
題
に
つ
い
て
」（
ソ
・

ソ
ン
イ
ル
・
社
会
科
学
院
哲
学
研
究
所
室
長
）、
歴
史
分
野
で
は
「
高
句
麗
、
渤
海
遺
跡
に
対
す
る
最
近
の

発
掘
研
究
成
果
に
つ
い
て
」（
孫
秀
浩
・
社
会
科
学
院
考
古
学
研
究
所
所
長
）、「『
東
北
工
程
』
に
関
す
る
朝

鮮
の
学
界
の
立
場
」（
曺
喜
勝
・
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
所
長
）、
経
済
分
野
で
は
「
強
盛
大
国
の
大
門
を

開
く
た
め
の
経
済
強
国
建
設
闘
争
」（
リ
・
キ
ソ
ン
・
社
会
科
学
院
経
済
研
究
所
研
究
員
）、「
現
時
期
に
お

け
る
社
会
主
義
経
済
管
理
の
改
善
」（
キ
ム
・
チ
ョ
ル
チ
ュ
ン
・
社
会
科
学
院
経
済
研
究
所
所
長
）
な
ど
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

　

と
く
に
、
東
北
ア
ジ
ア
の
国
々
で
歴
史
教
科
書
問
題
、
歴
史
認
識
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
中
で

今
回
発
表
さ
れ
た
歴
史
分
野
の
２
編
の
論
文
は
、
朝
鮮
の
歴
史
、
高
句
麗
問
題
を
正
し
く
理
解
す
る
う
え
で

た
い
へ
ん
貴
重
な
も
の
だ
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
度
の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
で
は
、
歴
史
分
野
の
２
編
の
論
文
を
紹
介
し
ま
す
。
少
し
専
門
的
な
内
容
で
す

が
日
本
で
、「『
東
北
工
程
』
に
関
す
る
朝
鮮
の
学
界
の
立
場
」
と
「
高
句
麗
、
渤
海
遺
跡
に
対
す
る
最
近
の

発
掘
研
究
成
果
」
が
紹
介
さ
れ
る
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。
一
読
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

朝
鮮
社
会
科
学
院
の
惜
し
み
な
い
協
力
に
感
謝
の
意
を
表
し
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
も
学
術
交
流
セ
ン
タ
ー
と

し
て
の
役
割
を
強
化
し
て
い
く
た
め
、
社
会
科
学
院
は
も
と
よ
り
日
本
、
南
朝
鮮
の
学
者
や
研
究
者
た
ち
と

の
交
流
を
よ
り
い
っ
そ
う
深
め
て
い
く
所
存
で
す
。

２
０
０
９
年
３
月
31
日

はじめに
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�
東
北
工
程
�
�
関
�
�
朝
鮮
�
学
界
�
立
場

曺
喜
勝
（
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
・
所
長
）　

訳

：

金
洪
圭

１
．
高
句
麗
は
朝
鮮
民
族
の
国
家

　

現
在
、
中
国
の
「
東
北
工
程
」
の
提
唱
者
た
ち
は
、
高
句
麗
族
の
起
源
が
中
国
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
と

い
う
誤
っ
た
主
張
を
展
開
し
、
高
句
麗
が
中
国
の
少
数
民
族
国
家
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。

　

高
句
麗
族
の
起
源
が
中
国
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
事
実
上
、
高
句
麗
の
建
国
と
発
展
に
直
接
に
寄
与
し

た
高
句
麗
の
人
々
が
、
中
国
人
で
あ
っ
た
と
い
う
の
と
同
じ
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
は
高
句
麗
の
歴
史
を
は
な
は
だ
し
く
歪
曲
す
る
主
張
だ
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

彼
ら
の
主
張
は
、
高
句
麗
の
住
民
た
ち
が
「
高こ

う

い夷
」
系
統
で
あ
る
と
か
、「
商し

ょ
う

（
殷い

ん

）」
系
統
で
あ
る
と
か
、

中
国
の
伝
説
的
な
人
物
で
あ
る
「
炎
帝
」
の
後
裔
で
あ
る
と
か
、
諸
族
が
集
ま
っ
た
集
団
で
あ
る
、
と
い
っ

た
独
善
的
で
強
引
な
も
の
で
あ
り
、
一
考
の
価
値
も
な
い
。
一
部
の
高
句
麗
住
民
た
ち
を
「
扶ふ

よ餘
」
系
統
や

「
濊わ

い

は

く貊
」
系
統
と
み
な
す
見
解
が
あ
る
。
し
か
し
そ
う
い
っ
た
見
解
す
ら
も
、
扶
餘
は
肅し

ゅ
く
し
ん愼

族
と
し
て
、
濊

貊
は
今
日
の
中
国
山
西
省
と
河
北
省
一
帯
に
住
ん
だ
後
東
北
地
方
に
移
動
し
た
「
夷
」
と
し
て
描
写
し
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
な
主
張
は
み
な
、
科
学
的
妥
当
性
の
欠
如
し
た
一
方
的
な
論
理
で
あ
る
。

　

そ
の
根
底
に
は
、
朝
鮮
民
族
の
誇
り
で
あ
る
高
句
麗
を
朝
鮮
史
か
ら
切
り
離
し
、
中
国
史
の
一
部
分
と
し

て
組
み
込
も
う
と
す
る
意
図
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

高
句
麗
は
、
徹
頭
徹
尾
、
檀だ

ん
く
ん君

朝
鮮
の
後
裔
た
ち
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
、
朝
鮮
民
族
の
国
家
で
あ
る
。

高
句
麗
が
、
檀
君
朝
鮮
の
後
裔
た
ち
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
朝
鮮
民
族
の
国
家
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、

そ
の
住
民
た
ち
が
朝
鮮
民
族
の
主
要
な
構
成
員
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
を
も
っ
て
証
明
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

高
句
麗
の
住
民
た
ち
が
朝
鮮
民
族
の
主
要
な
構
成
員
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
ま
ず
、
そ
の
建
国
過
程

を
通
じ
て
充
分
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

高
句
麗
の
建
国
過
程
を
伝
え
る
説
話
や
歴
史
記
録
な
ど
が
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
扶
餘
出
身
の
朱し

ゅ
も
う蒙
が

南
方
へ
移
動
し
て
高
句
麗
を
建
国
し
た
の
で
あ
る
。
当
時
、
そ
の
地
域
に
は
「
句く

り麗
」
と
呼
ば
れ
る
国
家
が

存
在
し
て
い
た
。

　

高
句
麗
は
、
句
麗
の
領
域
に
建
国
さ
れ
た
、
朝
鮮
の
歴
史
で
最
初
の
封
建
国
家
で
あ
っ
た
。
高
句
麗
の
建

国
に
直
接
参
加
し
た
人
々
は
、
他
で
も
な
く
先
行
す
る
句
麗
の
住
民
で
あ
り
、
高
句
麗
の
基
本
的
構
成
員
と

な
っ
た
の
も
句
麗
の
旧
住
民
で
あ
っ
た
。

　

古
代
国
家
の
句
麗
が
、
紀
元
前
15
世
紀
中
葉
、
古
朝
鮮
に
お
け
る
前
朝
鮮
王
朝
（
檀
君
朝
鮮
）
か
ら
後
朝

鮮
王
朝
へ
の
移
行
期
に
古
朝
鮮
か
ら
分
立
し
た
独
自
の
国
家
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
た
事
実
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
句
麗
は
、
前
朝
鮮
の
領
域
内
に
お
い
て
前
朝
鮮
の
住
民
た
ち
に
よ
っ
て
建
国
さ
れ
た
、
朝
鮮

の
古
代
国
家
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
句
麗
の
領
域
を
領
土
と
し
た
高
句
麗
は
、
前
朝
鮮
の
領
域
と
住
民
を
そ
の
ま
ま
受

「東北工程」に関する朝鮮の学界の立場
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け
継
い
だ
国
家
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　

一
部
の
記
録
で
は
、
高
句
麗
が
扶
餘
の
別
種
と
し
て
、
扶
餘
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
だ
と
伝
え
て
い
る
。
こ

れ
は
、
高
句
麗
の
建
国
始
祖
で
あ
る
東
明
王
を
は
じ
め
と
す
る
高
句
麗
建
国
勢
力
の
一
部
が
、
扶
餘
出
身
の

人
々
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
か
ら
生
ま
れ
た
認
識
で
あ
る
。

　

建
国
説
話
に
も
残
さ
れ
て
い
る
が
、
東
明
王
を
は
じ
め
高
句
麗
の
初
期
に
大
き
な
役
割
を
は
た
し
た

烏う

い伊
、
摩ま

り離
、
陜き

ょ
う
ふ父
ら
は
、
東
明
王
と
と
も
に
句
麗
地
域
か
ら
き
た
扶
餘
出
身
の
人
々
だ
っ
た
。
扶
餘
人
の

一
部
が
句
麗
地
域
に
移
住
し
建
国
し
た
か
ら
と
い
う
こ
と
を
も
っ
て
、
高
句
麗
の
人
々
が
朝
鮮
民
族
と
性
格

を
異
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
決
し
て
あ
り
え
な
い
。
扶
餘
と
句
麗
は
と
も
に
朝
鮮
民
族
の
国
家
で
あ
り
、
そ

の
住
民
た
ち
も
血
統
と
言
語
、
文
化
を
同
じ
く
す
る
朝
鮮
民
族
で
あ
る
か
ら
だ
。

　

扶
餘
は
句
麗
と
同
じ
よ
う
に
前
朝
鮮
の
領
域
内
で
侯
国
と
し
て
誕
生
し
た
が
、
紀
元
前
15
世
紀
中
葉
、
前

朝
鮮
の
統
治
力
が
急
速
に
弱
ま
っ
た
結
果
、
後
朝
鮮
王
朝
が
成
立
す
る
と
と
も
に
独
立
国
家
と
な
っ
た
朝
鮮

の
古
代
国
家
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
で
は
、
紀
元
前
３
０
０
０
年
期
の
後
半
期
、
す
で
に
朝
鮮
民
族
は
ひ
と
つ
の
民
族

と
し
て
形
成
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
古
朝
鮮
、
句
麗
、
扶
餘
は
血
統
と
言
語
、
文
化
を
同
じ
く
す
る

同
族
の
国
家
だ
と
言
え
る
。
高
句
麗
と
扶
餘
が
言
語
を
は
じ
め
様
々
な
側
面
で
多
く
の
共
通
点
が
あ
る
こ
と

が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
扶
餘
の
統
治
者
の
迫
害
を
避
け
て
句
麗
地
域
に
移
住
し
た
朱
蒙
が
句
麗
王
の

婿
に
な
り
王
位
継
承
者
に
な
っ
た
事
実
な
ど
は
、
句
麗
と
扶
餘
の
人
々
が
同
じ
系
統
に
属
す
る
集
団
で
あ
っ

た
こ
と
を
実
証
す
る
も
の
だ
。「
高
句
麗
が
扶
餘
の
別
種
で
あ
る
」
と
い
う
記
録
は
、
扶
餘
と
高
句
麗
が
異

な
る
族
属
系
統
だ
っ
た
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
地
域
の
違
い
は
あ
っ
て
も
血
縁
的
に
は
非
常
に
近
い
集
団

で
あ
っ
た
こ
と
を
強
調
す
る
も
の
だ
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

高
句
麗
の
人
々
が
、
朝
鮮
民
族
の
主
要
成
員
だ
と
い
う
こ
と
は
、
次
に
、
建
国
初
期
の
高
句
麗
の
人
々
を

「
濊
貊
」
と
呼
称
し
て
い
た
こ
と
で
も
わ
か
る
。

　
『
漢
書
』
王お

う
も
う莽

伝
を
は
じ
め
と
す
る
歴
史
文
献
は
、
高
句
麗
の
人
々
を
「
貊
」
ま
た
は
「
濊
貊
」
な
ど
と

記
録
し
て
い
る
。『
後
漢
書
』
東
夷
伝
に
は
「
句
麗
は
一
名
貊
で
あ
る
。
そ
の
別
種
が
小
水
に
依
拠
し
て
居

住
し
た
た
め
に
小
水
貊
と
言
う
」
と
、
伝
え
て
い
る
。

　

高
句
麗
の
人
々
を
「
貊
」「
濊
貊
」
と
呼
ぶ
の
は
、
彼
ら
が
「
濊
貊
」
族
と
血
縁
的
に
直
接
関
連
が
あ
る

か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
濊
貊
は
、「
朝
鮮
の
古
類
型
人
」
の
後
裔
の
一
部
と
し
て
、
今
日
の
朝
鮮
半
島
中
部

以
北
の
地
域
と
中
国
東
北
部
一
帯
で
活
動
し
た
古
代
部
族
で
、
朝
鮮
民
族
の
主
要
成
員
だ
っ
た
。

　

も
と
も
と「
濊
」「
貊
」と
い
う
言
葉
は
、古
代
中
国
人
が
古
代
朝
鮮
人
を
蔑
視
し
て
生
ま
れ
た
呼
称
で
あ
る
。

高
句
麗
建
国
を
前
後
す
る
時
期
の
中
国
の
歴
史
書
は
、古
朝
鮮
を
「
濊
貊
朝
鮮
」
と
記
述
し
て
い
た
。『
史
記
』

や
『
漢
書
』
な
ど
の
歴
史
書
に
は
、「
濊
貊
朝
鮮
を
撃
ち
『
滄そ

う
か
い海
郡
』
を
設
置
し
た
」「
漢
の
武
帝
が
濊
貊
朝

鮮
を
征
伐
し
た
」
な
ど
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
濊
貊
が
古
朝
鮮
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
っ
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

　

本
来
、「
貊
」
の
音
は
「
亳
（
バ
ク
）」
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
古
朝
鮮
・
古
朝
鮮
人
を
そ
れ
ぞ
れ
「
發
朝
鮮
」・

「
發
人
」
と
し
た
記
録
や
檀
君
が
「
朴
達
（
バ
ク
タ
ル
）」
を
意
味
す
る
こ
と
と
通
じ
る
も
の
だ
。
早
い
時
期

の
朝
鮮
と
関
連
す
る
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
の
中
国
側
の
記
録
に
は
、「
夫
婁
（
ブ
ル
）　
（
不
・
發
・
亳
）」
と
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表
記
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
後
時
期
の
記
録
に
「
貊
」
の
字
が
出
で
く
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
で

あ
る
。

　
「
貊
」
と
同
系
統
の
族
属
で
あ
っ
た
「
濊
」
も
同
様
で
あ
る
。
東
北
ア
ジ
ア
の
広
い
地
域
に
散
在
し
居
住

し
て
い
た
朝
鮮
の
祖
先
は
、
地
域
ご
と
に
多
少
の
言
語
の
差
異
が
あ
っ
た
。「
明
る
い
」「
光
明
」
を
意
味
し

た
「
夫
婁
」「
不
」「
發
」「
亳
」
と
い
う
言
葉
を
、あ
る
地
域
で
は
「
歯
（
セ 

）」
と
、ま
た
あ
る
地
域
で
は
「
韓
」

と
言
っ
た
。「
歯 

」
は
、
古
代
の
朝
鮮
語
で
あ
る
「
紫
虞
（
サ
ラ
）
／
辞
君
（
ソ
ロ
） 

…
紫
軒
（
サ
リ
）
／

辞
軒
（
ソ
リ
）
…
紫
（
サ
） 

／
辞
（
ソ
） 

」
を
語
源
と
し
て
お
り
、「
明
る
い
」
の
意
味
（
東
・
黎
・
新
）
を

表
す
も
の
で
、「
夫
婁
」
と
同
様
の
意
味
の
言
葉
で
あ
る
。
古
代
中
国
人
は
、こ
の
「
歯 

（
セ
）」
か
ら
音
を
と
っ

て
「
室 

（
歳
）」
を
音
部
と
し
、
こ
こ
に
「
禾
（
ま
た
は
水
）」
偏
を
付
け
て
古
朝
鮮
の
人
を
賤
視
す
る
文
字

を
造
っ
た
。
そ
れ
が
「
濊
（
ま
た
は
穢
）」
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
「
濊
貊
」
と
い
う
言
葉
は
、
古
代
中
国
人
が
大
国
主
義
に
よ
り
古
朝
鮮
の
人
々
を
賤
視
す
る

呼
称
と
し
て
生
ま
れ
た
言
葉
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
高
句
麗
の
人
々
に
ま
で
用
い
た
の
で
あ
る
。

　

古
代
中
国
人
が
、
古
朝
鮮
の
人
々
の
呼
称
と
し
て
用
い
た
「
貊
」「
濊
貊
」
を
高
句
麗
の
人
々
に
対
し
て

も
用
い
た
の
は
、
高
句
麗
の
人
々
が
古
朝
鮮
か
ら
の
血
統
、
言
語
、
文
化
を
受
け
継
い
だ
同
胞
で
あ
っ
た
こ

と
、
高
句
麗
が
檀
君
朝
鮮
の
後
裔
た
ち
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
朝
鮮
民
族
の
国
家
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
根

拠
と
言
え
る
。

　

高
句
麗
の
人
々
が
朝
鮮
民
族
の
主
要
成
員
だ
っ
た
こ
と
は
、高
句
麗
、百
済
、新
羅
の
人
々
が
、血
統
、言
語
、

文
化
を
同
じ
く
し
て
い
た
と
い
う
事
実
を
通
じ
て
も
確
認
で
き
る
。

　

高
句
麗
、
百
済
、
新
羅
の
三
国
が
存
在
し
た
時
期
を
三
国
時
代
と
い
う
。
百
済
、
新
羅
、
伽か

や倻
の
発
生
地

が
本
来
、
馬
韓
、
辰
韓
、
弁
韓
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
古
代
辰
国
の
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
だ
。

こ
の
「
三
韓
」
の
人
々
も
高
句
麗
と
同
じ
同
胞
で
あ
っ
た
。『
漢
書
』
の
内
容
を
解
説
し
た
唐
の
人
で
あ
る

安あ

ん

し

こ

師
古
は
、「
三
韓
の
族
属
た
ち
は
み
な
貊
系
列
」
と
し
、
高
句
麗
と
百
済
、
新
羅
の
人
々
を
同
じ
系
統
と

見
て
い
た
。

　

実
際
に
馬
韓
、
辰
韓
、
弁
韓
の
三
韓
地
域
は
、
前
朝
鮮
か
ら
わ
か
れ
て
出
て
き
た
古
代
辰
国
の
領
域
で
あ

り
、
そ
の
住
民
で
あ
る
「
韓
」
も
古
代
朝
鮮
族
の
系
統
で
あ
る
。

　

高
句
麗
を
建
国
し
た
東
明
王
の
息
子
で
あ
る
温
祚
が
多
く
の
住
民
集
団
を
率
い
て
南
の
方
へ
移
動
し
て
馬

韓
地
域
に
定
着
し
百
済
小
国
を
建
て
た
こ
と
と
か
、
辰
韓
の
人
々
が
楽ら

く
ろ
う浪
の
人
々
を
自
分
の
「
残
余
人
」
と

み
な
し
て
い
た
と
い
う
記
録
な
ど
は
、
中
部
朝
鮮
以
南
の
地
域
の
人
々
も
高
句
麗
の
人
々
と
同
系
統
の
住
民

で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

三
国
の
人
々
が
同
系
統
の
同
胞
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
多
く
の
文
献
お
よ
び
考
古
学
的
資
料
な
ど
に

よ
っ
て
言
語
お
よ
び
文
化
的
共
通
性
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
高
句
麗
、
百
済
、
新
羅
の

三
国
の
人
々
が
、
血
統
、
言
語
、
文
化
を
同
じ
く
し
た
の
は
、
百
済
、
新
羅
、
伽
倻
の
人
々
が
高
句
麗
と
同

じ
く
「
朝
鮮
の
古
類
型
人
」
に
根
を
お
く
古
代
朝
鮮
人
の
後
裔
で
あ
っ
て
、
古
く
か
ら
同
じ
領
土
の
上
で
と

も
に
居
住
し
て
き
た
同
民
族
だ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
高
句
麗
が
檀
君
朝
鮮
の
後
裔
が
建
て
た
朝
鮮
民
族
の
国
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
う

余
地
が
な
い
。
高
句
麗
の
人
々
が
「
商
人
」
系
統
で
あ
り
「
炎
帝
」
の
後
裔
で
あ
る
と
す
る
の
は
、
歴
史
的
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事
実
を
歪
曲
す
る
も
の
で
あ
る
。

２
．「
東
北
工
程
」
で
提
起
さ
れ
た
領
土
問
題
に
対
す
る
朝
鮮
の
立
場

　
「
東
北
工
程
」
で
提
議
さ
れ
た
領
土
問
題
に
対
す
る
わ
れ
わ
れ
の
立
場
に
変
わ
り
は
な
い
。

　

古
朝
鮮
と
高
句
麗
は
、
わ
が
朝
鮮
民
族
の
代
表
的
な
最
初
の
奴
隷
所
有
者
国
家
・
封
建
国
家
と
し
て
、
一

度
も
中
国
の
属
国
に
な
っ
た
こ
と
は
な
く
、
そ
の
領
土
も
や
は
り
中
国
の
領
域
内
に
属
し
た
こ
と
が
な
い
。

こ
の
地
域
は
、朝
鮮
民
族
が
最
初
に
開
拓
し
利
用
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、祖
先
代
々
わ
が
同
胞
の
居
住
地
だ
っ

た
。

　

し
か
し
、
中
国
の
歴
史
学
界
は
「
東
北
工
程
」
を
推
進
し
な
が
ら
、
古
朝
鮮
や
高
句
麗
な
ど
の
わ
が
民
族

国
家
が
中
国
の
地
方
政
権
、
諸
侯
国
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
領
土
も
歴
代
に
わ
た
っ
て
中
国
の
領
域
か
ら
抜
け

出
た
こ
と
は
な
か
っ
た
と
主
張
し
て
い
る
。

　

中
国
が
い
う
「
学
術
的
根
拠
」
の
問
題
点
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

①
古
朝
鮮
や
高
句
麗
が
占
め
て
い
た
地
域
は
、
周
・
秦
以
来
、
す
べ
て
が
中
国
の
領
土
で
あ
っ
た
。

　

②
高
句
麗
は
玄げ

ん

と菟
郡
高
句
麗
県
に
お
い
て
発
生
し
た
が
、
そ
の
地
域
は
漢
の
領
土
で
あ
っ
た
。

　

③
高
句
麗
は
そ
の
全
期
間
、
中
国
と
臣
属
関
係
を
結
ん
だ
地
方
政
権
で
、
そ
の
領
土
も
中
国
の
領
土
に
属

し
て
い
た
。

　

④
高
句
麗
が
滅
亡
し
た
後
、
そ
の
領
土
は
中
国
に
編
入
さ
れ
た
。

　

⑤
現
在
ま
で
中
国
は
、
高
句
麗
の
旧
領
土
を
占
め
て
い
た
の
で
、
高
句
麗
は
中
国
の
歴
史
に
含
ま
れ
る
。

　

以
上
の
主
張
は
、
わ
が
国
の
歴
史
か
ら
古
朝
鮮
や
高
句
麗
を
分
離
す
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
詭
弁
に
す
ぎ

な
い
。

　

以
下
、
中
国
の
歴
史
学
界
の
主
張
を
一
つ
ひ
と
つ
検
討
し
、
そ
の
間
違
い
を
指
摘
す
る
。

　

第
一
に
、「
古
朝
鮮
や
高
句
麗
地
域
は
周
以
来
、
中
国
の
領
土
だ
っ
た
」
と
い
う
主
張
を
検
討
す
る
。

　

高
句
麗
が
占
め
て
い
た
地
域
が
、
周
以
来
中
国
の
領
土
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
つ
ま
り
周
以
前
は
中

国
の
領
土
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
意
味
に
な
る
。
周
の
時
期
か
ら
高
句
麗
地
域
が
中
国
の
領
土
で
あ
っ
た
と

い
う
中
国
の
主
張
は
、「
箕き

し子
朝
鮮
説
」
に
そ
の
根
拠
を
置
い
て
い
る
。

　

古
代
に
お
い
て
領
土
は
、誰
が
先
に
開
拓
し
利
用
し
た
か
に
よ
っ
て
所
属
が
き
ま
る
の
が
慣
わ
し
で
あ
る
。

中
国
は
、
紀
元
前
11
世
紀
頃
に
な
っ
て
建
て
ら
れ
た
周
の
時
代
か
ら
、
遼
東
地
域
と
朝
鮮
半
島
地
域
が
中
国

の
領
土
で
あ
っ
た
と
す
る
が
、
こ
の
地
域
は
そ
れ
よ
り
も
２
０
０
０
年
ほ
ど
前
か
ら
す
で
に
朝
鮮
の
人
々
に

よ
っ
て
開
拓
さ
れ
利
用
さ
れ
た
き
た
土
地
で
あ
る
。

　

わ
が
国
の
学
界
は
、
１
９
９
３
年
に
檀
君
陵
の
発
掘
過
程
で
檀
君
の
遺
骨
を
発
見
し
、
そ
れ
が
現
在
か
ら

５
０
１
１
±
２
６
７
年
前
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
科
学
的
な
結
論
に
到
達
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
わ
が
民
族

の
最
初
の
国
家
で
あ
る
檀
君
朝
鮮
が
、
紀
元
前
30
世
紀
初
、
遼
東
地
域
と
朝
鮮
半
島
を
領
域
と
し
建
国
さ
れ
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た
こ
と
を
考
証
す
る
も
の
だ
。

　

中
国
の
最
初
の
国
家
で
あ
る
と
い
う
夏か

は
、
早
く
て
も
紀
元
前
21
世
紀
に
建
て
ら
れ
た
が
、
朝
鮮
は
そ
れ

よ
り
遥
か
以
前
に
民
族
国
家
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
。
遼
東
地
域
と
朝
鮮
半
島
は
代
々
朝
鮮
人
の
土
地
で
あ

り
、
け
っ
し
て
中
国
人
が
開
拓
し
た
土
地
で
は
な
く
、
周
以
来
、
中
国
の
領
土
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
あ

り
え
な
い
。

　
「
箕
子
朝
鮮
説
」
を
伝
え
る
基
本
的
な
歴
史
書
は
『
尚
書
大
伝
』『
史
記
』『
漢
書
』『
三
国
志
』『
後
漢
書
』

な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
史
書
の
記
述
を
見
る
と
、
箕
子
に
対
す
る
内
容
が
一
貫
し
て
い
な
い
。

　
『
尚
書
大
伝
』
巻
２
殷
伝
洪
範
﹇
手
本
と
な
る
よ
う
な
大
法
の
意
﹈
篇
で
は
、「
武
王
が
殷
国
に
勝
っ
た
後
、

箕
子
を
釈
放
す
る
や
、
箕
子
は
周
が
釈
放
し
た
こ
と
を
我
慢
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
て
朝
鮮
に
行
っ
た
。
武

王
が
〔
こ
れ
を
〕
聞
い
て
朝
鮮
に
封
じ
た
」
と
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、『
史
記
』
巻
38
宋
微
子
世
家
は
、「
武

王
が
殷
に
勝
ち
、
箕
子
を
訪
問
し
た
。（「
洪
範
」
を
聞
い
た
後
に
）
…
こ
の
時
に
武
王
が
箕
子
を
朝
鮮
に
封

じ
た
が
、（
箕
子
は
）
臣
下
と
思
わ
な
か
っ
た
」
と
し
て
お
り
、『
漢
書
』
巻
28
地
理
志
巻
第
八
下
、
燕
地
条

に
は
、「
殷
国
に
お
い
て
道
が
衰
退
す
る
と
箕
子
は
朝
鮮
に
行
き
百
姓
に
礼
儀
と
農
事
・
養
蚕
・
機
織
な
ど

を
教
え
た
（
殷
道
衰
、
箕
子
去
之
朝
鮮
、
教
其
民
、
以
礼
義
・
田
蚕
・
織
作
）」
と
叙
述
さ
れ
て
い
る
。

　
『
三
国
志
』
濊
伝
に
は
、「
昔
、
箕
子
が
朝
鮮
に
行
っ
て
『
八
条
の
教
え
』
を
制
定
し
て
教
え
た
。
…
そ
の

後
40
余
世
代
が
す
ぎ
、
朝
鮮
侯
の
準
が
、
僭
越
に
も
王
を
称
し
た
」
と
叙
述
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
に
編
纂

さ
れ
た
史
書
な
ど
に
は
箕
子
関
係
の
叙
述
が
よ
り
体
系
化
さ
れ
て
い
る
。

　

箕
子
関
係
の
叙
述
が
、
歳
月
が
過
ぎ
る
に
つ
れ
て
よ
り
一
層
潤
色
さ
れ
体
系
化
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
こ
の

関
連
記
述
の
間
に
矛
盾
点
が
多
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
箕
子
が
朝
鮮
に
行
っ
た
時
期
に
つ
い
て
、『
尚

書
大
伝
』
で
は
彼
が
周
の
武
王
に
「
洪
範
」
を
教
え
る
以
前
の
時
期
に
、『
史
記
』
で
は
「
洪
範
」
を
教
え

た
以
後
の
時
期
と
し
、『
漢
書
』
で
は
「
殷
に
お
い
て
道
が
衰
退
し
た
」
時
期
、
す
な
わ
ち
殷
が
滅
亡
す
る

以
前
の
時
期
と
描
写
し
て
い
る
。

　

そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
箕
子
が
朝
鮮
に
来
て
何
を
行
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
何
も
叙
述
は
な
く
、
た
だ
中

国
に
い
た
時
の
史
跡
だ
け
が
記
録
に
残
っ
て
い
る
。
も
し
箕
子
が
朝
鮮
へ
実
際
に
来
た
な
ら
ば
、
中
国
の
史

書
に
そ
の
時
期
が
正
確
に
記
録
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
お
か
し
い
。
ま
た
、
箕
子
が
「
朝
鮮
王
」
に
な
っ
た
内

容
と
そ
の
後
の
史
跡
が
相
当
程
度
残
っ
て
い
な
け
れ
ば
お
か
し
い
。

　

中
国
の
史
書
の
箕
子
関
係
の
叙
述
が
あ
い
ま
い
で
一
貫
し
て
い
な
い
の
は
、中
国
の
歴
史
研
究
者
た
ち
が
、

あ
り
も
し
な
い
事
実
を
自
分
た
ち
の
都
合
の
い
い
よ
う
に
捏
造
し
た
た
め
で
あ
る
。
箕
子
が
朝
鮮
に
来
た
時

期
さ
え
正
確
に
記
録
さ
れ
て
い
な
い
の
に
、
そ
の
後
、
箕
子
が
朝
鮮
で
王
に
な
り
国
を
治
め
た
と
い
う
こ
と

を
歴
史
的
事
実
と
し
て
証
明
す
る
こ
と
は
と
う
て
い
で
き
な
い
は
ず
だ
。

　

し
か
も
、
敵
対
国
の
没
落
し
た
貴
族
で
自
国
の
政
権
を
認
め
な
い
箕
子
に
、
周
の
武
王
が
「
朝
鮮
」
と
い

う
他
国
の
領
土
を
与
え
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
箕
子
は
、
殷
か
ら
弾
圧
を
受
け
武
王
に
反
対
し
て
「
朝
鮮

へ
逃
げ
た
」
人
間
で
あ
る
。
亡
命
客
に
す
ぎ
な
い
箕
子
が
、
朝
鮮
に
来
て
古
朝
鮮
の
統
治
勢
力
を
追
い
出
し

て
王
権
を
占
め
る
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
か
。
箕
子
は
朝
鮮
に
来
な
か
っ
た
と
す
る
ほ
う
が
自
然
だ
。

　

何
ら
理
論
的
根
拠
も
な
い
伝
説
的
な
話
を
も
と
に
し
て
、
古
朝
鮮
の
後
代
の
王
た
ち
が
み
な
箕
子
の
後
裔

で
あ
り
古
朝
鮮
が
古
く
か
ら
中
国
の
領
土
で
あ
る
と
い
う
主
張
は
、な
ん
ら
説
得
力
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
。
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第
二
に
、「
高
句
麗
は
玄
菟
郡
内
に
お
い
て
発
生
し
た
が
、
そ
の
地
域
は
漢
の
領
土
で
あ
り
、
し
た
が
っ

て
高
句
麗
は
中
国
の
領
土
だ
っ
た
」
と
い
う
主
張
に
対
し
て
検
討
す
る
。

　

こ
の
主
張
は
、
高
句
麗
が
紀
元
前
37
年
に
建
て
ら
れ
た
と
い
う
前
提
の
も
と
、
当
時
、
玄
菟
郡
に
同
じ
名

前
の
「
高
句
麗
県
」
が
存
在
し
た
こ
と
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
だ
。

　

朝
鮮
の
学
界
で
は
、『
三
国
史
記
』
に
書
か
れ
た
高
句
麗
建
国
の
記
述
が
間
違
い
で
、
高
句
麗
は
実
質
的

に
紀
元
前
２
７
７
年
に
成
立
し
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
る
。
高
句
麗
は
、
秦
の
時
代
か
ら
中
国
の
領
土
外

に
存
在
し
た
国
家
だ
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
と
し
て
、『
三
国
史
記
』
高
句
麗
本
記
の
史
論
と

万
里
長
城
の
築
造
が
あ
る
。

　
『
三
国
史
記
』
高
句
麗
本
記
末
尾
の
史
論
に
は
、「
高
句
麗
が
、
秦
・
漢
の
後
よ
り
、
中
国
東
北
の
隅
に
介

在
し
て
い
た
（
高
句
麗
自
秦
漢
之
後
、
介
在
中
国
東
北
隅
）」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
も
し
高
句
麗
が
中
国

に
属
す
る
国
で
あ
っ
た
な
ら
「
中
国
の
東
北
隅
に
介
在
し
て
い
た
」
と
は
記
述
さ
れ
ず
、「
高
句
麗
は
秦
・

漢
以
来
、
中
国
に
属
し
て
い
た
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
は
ず
だ
。
こ
の
記
録
は
秦
当
時
、
す
で
に
「
高
句
麗
」

と
い
う
独
立
し
た
国
家
が
、
中
国
と
は
別
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
高
句
麗
が
紀

元
前
37
年
に
玄
菟
郡
内
で
成
立
し
た
と
い
う
主
張
は
な
り
た
た
な
い
。

　

さ
ら
に
、
秦
の
時
代
に
造
ら
れ
た
万
里
の
長
城
も
、
高
句
麗
が
中
国
に
属
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
万
里
の
長
城
は
、
中
国
と
異
民
族
を
分
け
る
境
界
線
と
同
じ
よ
う
な
も
の
だ
。
万
里
の
長
城
は
、
他
の

民
族
・
国
家
か
ら
の
侵
入
を
防
ぎ
国
を
守
る
た
め
に
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

も
し
、
古
朝
鮮
や
高
句
麗
が
古
く
か
ら
中
国
に
属
し
て
い
た
と
す
る
な
ら
、
万
里
の
長
城
の
東
側
境
界
は

「
山
海
関
界
線
」
で
は
な
く
、
古
朝
鮮
・
高
句
麗
ま
で
を
含
ん
だ
と
こ
ろ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
古
朝
鮮

や
高
句
麗
が
万
里
の
長
城
の
外
に
存
在
し
て
い
た
の
は
、
中
国
に
属
し
て
い
な
い
か
ら
で
至
極
自
然
な
こ
と

で
あ
る
。

　

漢
の
武
帝
が
、
紀
元
前
１
０
８
年
に
「
高
句
麗
を
県
に
し
て
所
属
さ
せ
た
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
が
、
か

り
に
そ
れ
が
真
実
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
紀
元
前
１
０
８
年
に
な
っ
て
初
め
て
高
句
麗
が
中
国
に
属
し
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
は
高
句
麗
が
独
立
国
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
し
、
そ
も
そ
も
高
句
麗
が

紀
元
前
37
年
に
建
国
さ
れ
た
と
い
う
記
述
と
矛
盾
す
る
。
中
国
が
主
張
す
る
、
高
句
麗
が
紀
元
前
37
年
に
中

国
の
統
治
領
域
で
あ
る
玄
菟
郡
高
句
麗
県
内
で
成
立
し
た
と
い
う
こ
と
自
体
が
あ
り
え
な
い
の
で
あ
る
。

　

漢
は
、
主
権
国
家
で
あ
る
古
朝
鮮
を
、
自
分
に
逆
ら
う
と
戦
争
を
起
こ
し
て
滅
亡
さ
せ
た
国
で
あ
る
。
他

国
を
滅
ぼ
す
ほ
ど
の
領
土
欲
に
狂
っ
た
漢
の
統
治
者
が
、
自
国
の
末
端
統
治
機
構
で
あ
る
高
句
麗
県
で
、
朝

鮮
民
族
の
主
権
国
家
で
あ
る
高
句
麗
が
成
立
す
る
こ
と
を
黙
認
し
放
任
す
る
こ
と
は
、絶
対
に
あ
り
え
な
い
。

玄
菟
郡
高
句
麗
県
令
の
直
接
管
理
の
も
と
に
あ
る
地
域
で
、
ど
う
し
て
朝
鮮
人
が
「
高
句
麗
」
と
い
う
国
号

を
も
つ
国
を
建
て
る
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
か
。

　

中
国
の
学
界
で
は
、「
玄
菟
郡
高
句
麗
県
令
が
、
そ
の
名
籍
を
管
理
し
て
い
た
」
と
い
う
記
述
を
、「
高
句

麗
県
令
が
高
句
麗
国
家
の
戸
籍
を
掌
握
管
理
し
た
」
も
の
と
解
釈
し
て
い
る
。
一
県
級
の
官
吏
が
こ
ま
か
な

戸
籍
ま
で
掌
握
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
漢
は
人
口
を
詳
細
に
知
る
ほ
ど
に
高
句
麗
を
確
固
と
し
て
掌
握
統
制

し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
漢
の
厳
格
な
統
制
を
受
け
て
い
た
と
す
る
な
ら
、高
句
麗
が
そ
の
後
に「
漸
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の
国
々
を
圧
倒
し
て
い
た
高
句
麗
を
、
臣
属
国
家
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

　

中
国
の
歴
史
上
、
も
っ
と
も
強
大
な
国
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
隋
も
、
高
句
麗
侵
略
の
た
め
に
国
力
を
す

べ
て
傾
け
た
が
、
毎
回
大
惨
敗
を
繰
り
返
し
国
が
滅
び
る
結
果
を
ま
ね
い
た
。
唐
は
高
句
麗
を
崩
壊
さ
せ
た

が
、
そ
れ
は
高
句
麗
の
内
部
の
混
乱
を
利
用
し
高
句
麗
の
投
降
者
た
ち
と
新
羅
の
「
支
援
」
を
受
け
て
、
初

め
て
可
能
だ
っ
た
。
中
国
の
歴
代
国
家
は
国
力
に
お
い
て
一
度
も
高
句
麗
を
圧
倒
し
た
こ
と
は
な
く
、
高
句

麗
は
中
国
よ
り
も
強
大
で
あ
っ
た
。
高
句
麗
は
、
千
年
近
い
間
、
中
国
の
侵
略
勢
力
か
ら
領
土
を
守
り
続
け

て
き
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
高
句
麗
が
中
国
の
領
土
で
あ
り
、
終
始
一
貫
し
て
中
国
の
臣
属
国
家
だ
っ
た
と
す
る
主
張

は
、
ま
っ
た
く
根
拠
が
な
い
。

　

第
四
に
、「
高
句
麗
が
滅
亡
し
た
後
、
そ
の
領
土
は
中
国
に
編
入
さ
れ
た
」
と
い
う
主
張
に
つ
い
て
検
討

す
る
。

　

高
句
麗
滅
亡
後
、
領
土
の
３
分
の
２
と
一
部
の
住
民
た
ち
が
、
唐
に
編
入
さ
れ
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
し

か
し
領
土
が
占
拠
さ
れ
た
と
い
っ
て
、
そ
こ
に
根
を
張
っ
て
生
活
し
て
き
た
朝
鮮
民
族
の
歴
史
が
中
国
の
歴

史
に
な
り
、
中
国
が
高
句
麗
を
継
承
し
た
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
民
族
の
文
化
伝
統
と
民
族
の
総
意
を

そ
の
ま
ま
継
承
し
て
こ
そ
、
継
承
国
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
領
土
の
占
拠
自
体
が
継
承
国
で
あ
る
こ
と
を

示
す
も
の
で
は
な
い
。
唐
は
、
高
句
麗
の
領
土
を
侵
略
に
よ
り
略
奪
し
た
が
、
高
句
麗
を
継
承
し
た
わ
け
で

は
な
い
。

次
、
驕
慢
に
な
り
」、
漢
が
下
賜
す
る
贈
り
物
ま
で
も
受
け
取
ら
な
い
よ
う
に
な
り
（
注

：

『
三
国
志
』
巻

30
、
魏
書
、
烏
丸
寺
伝
参
照
）、
対
決
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
、
ま
た
漢
は
高
句
麗
の
た
め
に
玄
菟
郡
東

側
の
境
界
に
城
ま
で
築
造
し
て
贈
り
物
を
継
続
し
よ
う
と
努
力
し
た
で
あ
ろ
う
か
。

　

宗
主
国
が
驕
慢
に
な
っ
た
属
国
の
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
城
ま
で
築
い
て
贈
り
物
を
送
っ
た
と
い
う
こ
と
は
歴

史
上
あ
り
え
な
い
。
高
句
麗
が
、
漢
と
対
等
か
優
位
な
位
置
に
あ
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
だ
。

　

第
三
に
、「
高
句
麗
は
そ
の
全
期
間
、
中
国
と
臣
属
関
係
を
結
ん
だ
地
方
政
権
で
、
そ
の
領
土
も
中
国
の

領
土
に
属
し
て
い
た
」
と
い
う
主
張
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

朝
鮮
の
学
界
は
、
高
句
麗
が
中
国
と
対
等
な
関
係
、
も
し
く
は
中
国
を
圧
倒
す
る
強
大
な
国
家
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
を
論
証
し
た
。
高
句
麗
は
代
々
、
中
国
と
臣
属
関
係
に
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
対
立
の
関
係
に

あ
り
、
絶
え
間
な
く
戦
争
状
態
に
あ
っ
た
。

　

高
句
麗
は
、
千
年
近
い
そ
の
歴
史
の
中
で
、
中
国
の
数
多
い
封
建
国
家
と
対
外
関
係
を
も
っ
た
。
史
料
に

よ
る
と
、
高
句
麗
の
存
在
期
間
、
現
在
の
中
国
と
蒙
古
地
域
に
は
35
の
国
が
興
亡
盛
衰
を
繰
り
返
し
て
お
り
、

そ
の
う
ち
高
句
麗
は
24
の
国
と
対
外
関
係
を
結
ん
で
い
た
。
そ
の
う
ち
の
15
の
国―

前
漢
、新
、後
漢
、曹
魏
、

西
秦
、
前
燕
、
前
秦
、
後
燕
、
北
燕
、
北
魏
、
東
魏
、
北
斉
、
北
周
、
隋
、
唐―

は
、
地
理
的
に
高
句
麗
と

隣
接
し
た
国
で
あ
る
が
、
高
句
麗
は
前
秦
、
北
燕
、
東
魏
の
３
国
と
は
平
和
的
な
関
係
を
保
っ
た
が
、
残
り

の
12
の
国
と
は
終
始
一
貫
、
厳
し
い
軍
事
的
・
政
治
的
対
立
の
状
態
に
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
国
々
の
存
続
期
間
は
、
高
句
麗
と
比
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
短
い
。
歴
史
、
国
力
で
中
国
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高
句
麗
は
滅
亡
し
た
が
、
領
土
の
一
部
は
朝
鮮
民
族
の
も
の
と
し
て
残
っ
て
い
た
し
、
高
句
麗
の
人
々
も

大
部
分
は
先
祖
伝
来
の
土
地
に
居
住
し
た
。

　

６
９
８
年
に
は
高
句
麗
の
後
を
継
い
だ
渤ぼ

っ
か
い海

が
、
高
句
麗
の
領
土
と
住
民
た
ち
を
包
攝
し
、
三
国
統
一
の

偉
業
は
、
９
１
８
年
に
成
立
し
た
高
麗
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
。
高
句
麗
の
領
土
と
伝
統
、
高
句
麗
の
人
々

の
思
い
は
、
綿
々
と
継
承
さ
れ
て
き
た
。

　

継
承
と
占
有
は
、
完
全
に
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
中
国
は
、
一
時
的
に
高
句
麗
の
一
部
の
地
域
と
住
民
た

ち
を
占
拠
し
た
に
す
ぎ
ず
、
決
し
て
高
句
麗
の
歴
史
と
文
化
・
伝
統
、
そ
の
領
土
を
継
承
す
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。

　

第
五
に
、「
現
在
ま
で
中
国
は
、
高
句
麗
の
旧
領
土
を
占
め
て
い
た
の
で
、
高
句
麗
は
中
国
の
歴
史
に
含

ま
れ
る
」
と
い
う
主
張
に
つ
い
て
検
証
す
る
。

　

現
在
の
国
境
線
を
、
過
去
の
歴
史
を
分
け
る
基
準
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

中
国
は
現
在
、
高
句
麗
の
領
土
が
、
自
国
の
領
土
内
に
あ
る
こ
と
を
根
拠
に
し
て
、
歴
史
の
帰
属
問
題
を

論
じ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
、
高
句
麗
の
領
土
が
全
部
中
国
の
領
土
内
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
高

句
麗
の
領
域
は
、
現
在
の
中
国
と
ロ
シ
ア
、
朝
鮮
に
ま
た
が
っ
て
い
る
。
中
国
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
現
在

の
国
境
線
を
基
準
に
歴
史
の
帰
属
問
題
を
論
ず
る
な
ら
ば
、
高
句
麗
の
歴
史
は
中
国
と
ロ
シ
ア
、
朝
鮮
に
属

す
る
こ
と
に
な
る
。
中
国
が
高
句
麗
の
歴
史
を
自
分
だ
け
の
歴
史
だ
と
主
張
す
る
根
拠
は
ま
っ
た
く
な
い
。

　

歴
史
の
帰
属
問
題
は
、
継
承
性
の
原
則
、
言
い
換
え
れ
ば
高
句
麗
の
歴
史
と
文
化
伝
統
を
誰
が
ど
の
よ
う

に
継
承
し
て
き
た
か
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

高
句
麗
の
歴
史
を
代
々
継
承
し
て
き
た
の
は
朝
鮮
民
族
で
あ
り
、
中
国
で
は
な
い
。
現
在
の
国
境
線
が
歴

史
の
帰
属
問
題
を
規
定
す
る
も
の
で
な
い
と
い
う
の
が
、
朝
鮮
の
確
固
た
る
見
解
で
あ
る
。

　

以
上
考
察
し
た
よ
う
に
、
古
朝
鮮
、
高
句
麗
の
歴
史
の
帰
属
問
題
に
関
し
て
中
国
が
推
進
す
る
「
東
北
工

程
」
は
、
徹
頭
徹
尾
い
か
な
る
科
学
的
論
理
や
根
拠
も
な
く
、
他
国
の
歴
史
を
歪
曲
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

古
朝
鮮
、
高
句
麗
の
歴
史
は
、
朝
鮮
民
族
の
誇
り
あ
る
歴
史
で
あ
る
。
朝
鮮
民
族
の
歴
史
は
、
中
国
の
よ

う
に
数
多
い
少
数
種
族
の
各
々
異
な
っ
た
歴
史
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
檀
君
を
源
始
祖
と

し
て
代
々
、
一
つ
の
領
土
で
、
一
つ
の
血
統
を
継
承
し
、
一
つ
の
言
語
を
も
っ
て
、
一
つ
の
民
族
文
化
の
花

を
咲
か
せ
て
き
た
、
輝
か
し
い
単
一
民
族
の
歴
史
で
あ
る
。
朝
鮮
民
族
の
歴
史
は
、
誰
に
も
引
き
離
す
こ
と

が
で
き
な
い
神
聖
な
も
の
で
あ
る
。
朝
鮮
民
族
だ
け
が
、
高
句
麗
を
は
じ
め
わ
れ
わ
れ
の
歴
史
を
輝
か
せ
守

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
が
、
わ
れ
わ
れ
の
立
場
で
あ
る
。

３
．「
冊
封
」「
朝
貢
」
に
対
す
る
朝
鮮
学
界
の
立
場

　
「
冊
封
」「
朝
貢
」
に
対
し
て
正
し
い
観
点
と
立
場
を
も
つ
こ
と
は
、
単
純
な
学
術
上
の
問
題
で
は
な
く
、

中
世
の
時
期
に
お
い
て
国
家
間
の
関
係
を
正
確
に
把
握
す
る
た
め
に
重
要
な
問
題
で
あ
る
。

　

朝
鮮
の
学
界
で
は
、
以
前
か
ら
民
族
の
歴
史
を
正
し
く
定
立
す
る
う
え
で
、「
冊
封
」「
朝
貢
」
が
も
つ
重
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三
国
に
対
比
さ
せ
、
朝
鮮
の
三
国
と
い
う
意
味
で
「
海
東
三
国
」「
三
韓
」
と
通
称
し
て
い
た
。

　
「
西
南
夷
」「
東
夷
」「
四
夷
」
な
ど
の
い
く
つ
か
の
列
伝
の
名
称
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
中
国
に
と
っ

て
「
外
」
と
し
て
見
な
す
国
々
は
、
す
べ
て
自
分
と
異
質
な
対
象
に
対
す
る
卑
称
で
あ
る
「
夷
〔
狄て

き

、
戎じ

ゅ
う

、

蛮ば
ん

＝
蕃
人
〕」
と
い
う
言
葉
を
つ
け
、列
伝
と
し
て
そ
れ
ら
の
国
々
の
こ
と
は
ま
と
め
て
叙
述
し
た
。「
四
夷
」

列
伝
は
「
異
域
」
列
伝
と
し
て
呼
ば
れ
も
し
た
し
、
後
世
に
は
「
外
夷
」「
外
国
」
列
伝
に
改
称
さ
れ
た
。

　

当
時
、
中
国
側
の
観
点
で
見
た
と
き
、
中
国
二
十
五
史
の
「
四
夷
」
列
伝
に
記
述
さ
れ
て
い
る
国
は
、
だ

い
た
い
中
国
の
国
家
と
別
の
関
係
に
あ
る
国
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
中
国
歴
代
の
封
建
統
治
者
が
、
国
際

関
係
に
「
冊
封
」「
朝
貢
」
を
組
み
入
れ
た
の
は
、
彼
ら
の
自
己
中
心
的
な
儒
教
の
世
界
観
の
た
め
で
あ
る
。

　

中
国
の
封
建
王
朝
は
、
自
国
を
世
界
の
「
中
心
」
に
置
き
、
そ
の
他
の
国
の
存
在
を
認
め
て
い
た
。
そ
の

た
め
、
自
国
と
関
係
を
も
っ
て
い
た
他
国
の
統
治
者
に
各
種
の
「
名
誉
称
号
」
を
贈
る
「
冊
封
」
政
策
を
行

い
、
一
方
に
お
い
て
他
国
が
外
交
貿
易
関
係
で
「
朝
貢
」
儀
礼
を
行
う
こ
と
を
要
求
し
た
。
こ
の
よ
う
な
関

係
に
従
わ
な
い
国
は
交
渉
対
象
国
と
し
て
認
め
ず
、
外
交
貿
易
関
係
を
結
ぶ
こ
と
を
拒
否
し
た
。
ま
た
他
国

も
、
中
国
の
封
建
王
朝
と
政
治
、
経
済
、
軍
事
、
文
化
な
ど
多
方
面
に
わ
た
る
関
係
を
結
ぶ
た
め
、「
冊
封
」

「
朝
貢
」
の
関
係
に
従
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

中
国
周
辺
の
国
々
も
中
国
王
朝
の
要
求
に
従
っ
た
り
黙
視
的
な
態
度
を
取
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
南
北
朝

の
時
期
に
い
た
り「
冊
封
」「
朝
貢
」は
、国
際
関
係
に
お
い
て
一
つ
の
儀
礼
的
規
範
と
な
っ
た
。「
冊
封
」「
朝
貢
」

は
、
本
質
に
お
い
て
中
国
の
歴
代
封
建
統
治
者
の
自
己
中
心
的
な
世
界
観
に
基
づ
い
て
儀
礼
化
し
た
、
国
家

間
の
格
差
な
ど
の
関
係
を
反
映
し
た
、
中
世
の
東
方
ア
ジ
ア
に
お
け
る
一
つ
の
国
際
慣
例
で
あ
っ
た
。
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要
性
に
注
目
し
、
学
界
の
立
場
を
反
映
し
た
各
種
の
関
連
論
文
を
発
表
し
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、
再
び
「
冊

封
」「
朝
貢
」
に
対
す
る
朝
鮮
の
学
界
の
立
場
を
明
確
に
す
る
。

　
「
冊
封
」「
朝
貢
」
に
対
す
る
朝
鮮
の
学
界
の
立
場
は
、「
冊
封
」「
朝
貢
」
が
中
世
の
国
際
関
係
に
存
在
し

た
封
建
的
な
儀
礼
規
範
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
同
じ
言
葉
を
用
い
た
別
の
こ
と
が
ら
を
封
建
時
期
に
お
け
る

国
家
間
の
関
係
に
当
て
は
め
よ
う
と
い
う
考
察
は
歴
史
研
究
の
原
則
か
ら
は
な
は
だ
し
く
逸
脱
し
た
誤
っ
た

も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

周
知
の
よ
う
に
「
冊
封
」「
朝
貢
」
は
、
分
封
制
と
同
様
の
社
会
制
度
を
土
台
と
し
て
発
生
発
展
し
た
。

地
方
分
権
的
な
分
封
制
が
支
配
し
て
い
た
環
境
に
お
い
て
、「
冊
封
」「
朝
貢
」
は
一
国
の
最
高
君
主
と
諸
侯

た
ち
と
の
間
の
主
従
関
係
を
媒
介
す
る
手
段
で
あ
っ
た
。

　

一
国
内
の
制
度
で
あ
っ
た
「
冊
封
」「
朝
貢
」
は
、
中
世
に
至
っ
て
次
第
に
国
家
間
の
関
係
に
拡
大
適
用

さ
れ
は
じ
め
、
中
国
の
南
北
朝
時
期
に
国
際
関
係
に
お
け
る
普
遍
化
さ
れ
た
儀
礼
的
規
範
と
な
っ
た
。
す
な

わ
ち
、「
冊
封
」「
朝
貢
」
は
、
国
内
と
国
家
間
に
適
用
さ
れ
る
二
重
的
性
格
を
お
び
た
も
の
と
な
っ
た
。
一

部
の
研
究
者
は
、
古
代
に
お
い
て
中
国
の
統
治
者
た
ち
に
は
「
中
・
外
」
の
区
別
が
な
か
っ
た
と
し
て
、「
冊

封
」「
朝
貢
」
の
二
重
的
性
格
を
否
認
し
て
い
る
が
、
事
実
は
そ
う
で
は
な
い
。

　

前
漢
時
代
か
ら
中
国
の
統
治
者
は
、
古
朝
鮮
を
自
国
と
違
う
国
だ
と
い
う
意
味
で
「
外
臣
」
と
呼
ん
だ
。

南
越
（
中
国
の
広
東
、
広
西
地
域
）
も
や
は
り
前
漢
の
「
外が

い
は
ん藩
」
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
高
句
麗
に
対

し
て
も
、
自
国
と
区
別
し
「
外
」
と
見
な
し
、
高
句
麗
を
百
済
、
新
羅
と
同
じ
朝
鮮
民
族
の
国
家
と
し
て
み

て
い
た
。
そ
れ
を
示
す
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
唐
は
、
高
句
麗
、
百
済
、
新
羅
を
中
国
の
魏
、
蜀
、
呉
の
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「
冊
封
」「
朝
貢
」
は
、
虚
偽
で
空
虚
な
完
全
な
虚
礼
虚
式
で
あ
っ
た
。「
冊
封
」「
朝
貢
」
が
虚
偽
だ
と
い

う
の
は
、中
国
が
古
代
ロ
ー
マ
帝
国
と
同
じ
よ
う
に
、大
国
で
敵
対
関
係
に
あ
っ
た
国
な
ど
「
冊
封
」「
朝
貢
」

関
係
に
従
わ
な
い
国
に
対
し
て
も
、
恣
意
的
に
「
冊
封
」「
朝
貢
」
と
い
う
用
語
を
使
用
し
た
こ
と
を
み
て

も
わ
か
る
。

　
「
冊
封
」「
朝
貢
」
が
み
せ
か
け
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
中
国
の
封
建
統
治
者
自
身
も
認
め
て
い
た
。

唐
の
高
祖
李り

え

ん淵
は
「
名
目
と
実
際
の
間
に
は
、
理
致
〔
道
理
〕
が
互
い
に
合
致
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
高

麗
（
高
句
麗
）
が
隋
国
に
称
臣
し
た
が
、
最
後
に
は
煬
帝
に
抗
拒
し
た
の
で
、
ど
う
し
て
臣
下
に
し
た
と
言

え
る
だ
ろ
う
か
。
私
は
万
物
を
尊
敬
し
、
驕
慢
に
は
行
動
し
よ
う
と
は
思
わ
な
い
。
た
だ
、
自
分
の
土
地
を

所
有
し
て
人
々
を
平
穏
に
す
る
の
に
努
力
す
れ
ば
よ
く
、
何
故
に
彼
を
し
て
臣
下
と
称
し
て
自
ら
尊
大
に
な

れ
る
だ
ろ
う
か
」
と
述
べ
た
。
李
淵
は
、
高
句
麗
と
隋
と
の
関
係
を
実
例
に
挙
げ
て
、
他
国
を
し
て
「
称
臣

朝
貢
」
さ
せ
る
の
に
自
ら
を
尊
大
化
さ
せ
る
こ
と
は
不
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。

　

し
か
し
中
国
王
朝
は
、「
冊
封
」「
朝
貢
」
を
中
国
と
他
国
と
の
関
係
で
、
自
国
の
優
位
性
を
強
調
す
る
た

め
の
も
の
と
み
な
し
て
い
た
の
で
、
他
国
を
中
国
に
「
称
臣
朝
貢
」
さ
せ
た
。

　

一
部
の
学
界
で
は
、「
冊
封
」「
朝
貢
」
な
ど
の
言
葉
を
一
面
的
に
解
釈
し
、
い
わ
ゆ
る
「
冊
封
体
制
」
に

つ
い
て
云
々
し
て
い
る
。
彼
ら
は
、
中
国
が
「
冊
封
」
の
貢こ

う
か
ん杆
﹇
て
こ
﹈
を
利
用
し
て
他
国
を
交
渉
対
象
か

ら
除
外
し
よ
う
と
し
た
が
、
そ
れ
が
当
時
の
東
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
に
お
い
て
大
き
な
作
用
を
及
ぼ
し
た
か

の
よ
う
に
主
張
し
て
お
り
、
は
な
は
だ
し
く
は
「
冊
封
」「
朝
貢
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
た
と
い
う

だ
け
で
、中
国
と
の
主
従
関
係
、隷
属
関
係
が
あ
っ
た
と
い
う
誤
っ
た
見
方
を
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
論

理
」
は
特
に
、
朝
鮮
民
族
の
主
権
国
家
で
あ
っ
た
高
句
麗
を
中
国
の
「
少
数
民
族
地
方
政
権
」
と
み
な
す
た

め
に
使
わ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
す
で
に
考
察
し
た
よ
う
に
、「
冊
封
」「
朝
貢
」
は
儀
式
的
な
国
際
規
範
で
あ
り
、
実
際
に
は
主

従
的
性
格
を
帯
び
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

あ
る
国
は
、
内
外
の
事
情
か
ら
中
国
王
朝
に
「
冊
封
」
を
要
求
し
た
り
、
経
済
的
利
益
を
打
算
し
て
中
国

の
拒
絶
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
朝
貢
」
形
式
の
貿
易
を
活
発
に
行
う
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か

し
、
一
度
も
中
国
を
宗
主
国
と
し
て
見
な
し
た
こ
と
は
な
く
、
同
等
な
国
と
し
て
見
て
い
た
。
中
国
王
朝
を

大
国
と
し
て
見
て
い
た
だ
け
で
、
宗
主
国
と
し
て
対
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
中
国
王
朝
も
他
国
が
「
称
臣

朝
貢
」
の
関
係
に
あ
る
こ
と
で
満
足
し
、
そ
の
国
の
主
権
を
侵
害
し
た
り
支
配
者
と
し
て
振
る
舞
う
こ
と
は

な
か
っ
た
。

　

中
国
王
朝
は
、
支
配
し
よ
う
と
す
る
国
に
対
し
て
は
、
属
国
の
ま
ま
に
し
て
お
か
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、

前
漢
が
古
朝
鮮
を
侵
略
し
て
王
朝
を
転
覆
し
そ
の
地
域
に
「
漢
四
郡
」
を
設
置
し
よ
う
と
し
た
こ
と
、
西
域

の
諸
国
に
対
し
て
直
接
統
制
の
た
め
に
属
国
都
尉
を
置
い
た
こ
と
、
唐
の
時
期
に
異
民
族
地
区
に
数
多
く
の

覊き

び縻
府
州
を
置
い
た
こ
と
、
元げ

ん

の
統
治
者
が
高
麗
に
対
し
郡
県
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
こ
と
な

ど
、
様
々
な
歴
史
的
事
実
が
実
証
し
て
い
る
。

　

隋
、
唐
が
高
句
麗
を
侵
略
し
た
の
も
、
歴
代
中
国
王
朝
の
東
方
支
配
に
強
く
歯
向
い
自
国
に
手
痛
い
思
い

を
さ
せ
て
き
た
高
句
麗
を
滅
亡
さ
せ
、
東
北
ア
ジ
ア
の
支
配
者
と
し
て
君
臨
し
よ
う
と
す
る
野
望
に
よ
る
も

の
で
あ
っ
た
。
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め
に
利
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
自
主
的
な
主
権
国
家
だ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
だ
。

　

中
国
に
統
一
国
家
で
あ
る
隋
、
唐
が
出
現
し
て
か
ら
、
高
句
麗
の
外
交
貿
易
の
使
臣
団
の
平
均
的
派
遣
回

数
は
、
南
北
朝
時
期
に
比
べ
て
２
・
６
分
の
１
に
減
少
し
た
。
も
し
高
句
麗
が
中
国
王
朝
に
臣
属
し
、
彼
ら

に
朝
貢
を
献
じ
る
国
家
だ
っ
た
な
ら
、
高
句
麗
の
使
臣
団
の
平
均
派
遣
回
数
は
、
両
時
期
に
わ
た
っ
て
同
じ

で
あ
っ
た
か
、
逆
に
分
裂
時
期
よ
り
強
力
な
統
一
国
家
が
存
在
し
て
い
た
時
期
に
よ
り
増
加
さ
れ
て
い
た
だ

ろ
う
。

　

経
済
、
文
化
の
側
面
で
も
、
高
句
麗
の
外
交
貿
易
活
動
は
実
利
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
、
朝
貢
と
は
本
質
的

に
区
別
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
高
句
麗
は
外
交
貿
易
活
動
を
通
じ
て
、
中
国
王
朝
と
互
い
に
経
済
、
文
化
交

流
を
行
い
、
貿
易
に
よ
り
一
定
の
利
益
を
あ
げ
て
い
た
。
ま
た
、
中
国
を
仲
介
貿
易
地
と
し
て
、
西
域
の
国
々

と
も
広
範
な
貿
易
が
行
わ
れ
た
。

　

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、「
冊
封
」「
朝
貢
」
は
、
国
家
間
に
お
け
る
主
従
関
係
を
実
証
す
る
も
の
で
は
な

い
。
封
建
時
代
も
現
在
も
、
国
家
間
の
関
係
を
規
定
す
る
根
本
は
そ
の
国
の
自
主
性
に
あ
る
。「
冊
封
」「
朝

貢
」
は
非
本
質
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
も
っ
て
国
家
間
を
主
従
関
係
、
隷
属
関
係
と
し
て
解
釈
す
る
の

は
、
歴
史
に
対
す
る
正
し
い
態
度
で
は
な
い
。

４
．
高
麗
の
高
句
麗
継
承
認
識

　

中
国
の
学
者
が
「
東
北
工
程
」
の
一
環
と
し
て
『
光
明
日
報
』（
２
０
０
３
年
６
月
24
日
付
）
に
発
表
し

　

建
国
初
期
か
ら
中
国
の
封
建
王
朝
と
数
十
回
に
わ
た
る
反
侵
略
闘
争
を
果
敢
に
繰
り
広
げ
国
の
自
主
権
を

死
守
し
た
高
句
麗
を
、「
冊
封
」「
朝
貢
」
と
い
う
言
葉
を
も
っ
て
、
中
国
王
朝
に
隷
属
さ
れ
た
存
在
と
す
る

の
は
た
い
へ
ん
誤
っ
た
論
理
で
あ
る
。

　

三
国
時
期
、
高
句
麗
に
対
す
る
中
国
王
朝
の
「
冊
封
」
は
、
み
な
一
方
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

事
大
主
義
が
存
在
し
な
か
っ
た
高
句
麗
で
は
、中
国
王
朝
に
認
め
て
も
ら
う
た
め
の
統
治
者
に
対
す
る「
冊

封
」
を
要
請
し
な
か
っ
た
。
高
句
麗
と
関
連
す
る
記
録
に
あ
る
「
冊
封
」
は
、
中
国
の
封
建
王
朝
の
大
国
主

義
的
な
対
外
政
策
の
産
物
で
あ
り
、
高
句
麗
の
王
権
と
政
治
制
度
を
何
ら
規
制
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

か
え
っ
て
中
国
王
朝
が
、
強
大
な
高
句
麗
を
優
待
し
、
ま
た
は
懐
柔
し
よ
う
と
、
中
国
が
先
に
高
位
級
の
名

誉
称
号
を
贈
る
な
ど
「
冊
封
」
に
熱
を
あ
げ
た
。

　

高
句
麗
に
関
連
す
る
記
録
に
あ
る
「
朝
貢
」
は
、高
句
麗
の
自
主
的
な
外
交
貿
易
活
動
の
反
映
で
あ
っ
た
。

漢
（
前
漢
、
新
、
後
漢
）、
魏
、
西
秦
、
前
燕
な
ど
、
中
国
の
歴
代
王
朝
と
の
熾
烈
な
攻
防
戦
を
く
り
ひ
ろ
げ
、

３
７
０
年
に
い
た
っ
て
古
朝
鮮
の
領
土
を
取
り
戻
す
歴
史
的
偉
業
を
達
成
し
た
高
句
麗
は
、
中
国
の
南
北
朝

時
期
か
ら
中
国
王
朝
と
平
和
的
な
外
交
貿
易
関
係
を
発
展
さ
せ
る
方
向
に
向
か
っ
た
。

　

高
句
麗
の
外
交
貿
易
活
動
は
、
三
国
統
一
に
有
利
な
外
的
環
境
を
と
と
の
え
、
国
家
間
の
経
済
・
文
化
交

流
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
す
る
高
句
麗
の
対
外
政
策
か
ら
で
た
も
の
で
、
自
主
的
に
行
わ
れ
た
も
の
だ
。

　

中
国
の
南
北
朝
時
期
に
高
句
麗
は
、
尖
鋭
化
し
た
政
治
・
軍
事
的
対
決
関
係
に
あ
る
南
北
の
二
王
朝
と
平

等
に
対
し
両
面
的
な
外
交
貿
易
活
動
を
展
開
し
た
。
こ
れ
は
高
句
麗
が
当
時
、
中
国
王
朝
の
属
国
で
朝
貢
を

献
ず
る
存
在
で
は
な
く
、
中
国
で
の
二
国
家
の
対
決
状
況
を
、
自
分
た
ち
に
有
利
な
内
外
政
策
の
実
現
の
た
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た
論
文
「
高
句
麗
歴
史
研
究
の
い
く
つ
か
の
問
題
に
つ
い
て
の
試
論
」
は
、
終
始
一
貫
、
科
学
的
論
拠
が
な

く
、
朝
鮮
民
族
の
歴
史
、
と
り
わ
け
高
句
麗
史
を
は
な
は
だ
し
く
歪
曲
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

高
麗
が
高
句
麗
を
継
承
し
た
と
い
う
認
識
は
、
一
般
的
常
識
で
あ
る
。
し
か
し
論
文
の
筆
者
た
ち
は
、「
高

麗
は
高
句
麗
を
継
承
し
た
も
の
で
な
く
、
新
羅
を
継
承
し
た
も
の
」
と
し
て
、
そ
の
「
論
拠
」
を
三
つ
あ
げ

て
説
明
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
、
論
文
が
主
張
し
て
い
る
「
論
拠
」
が
歴
史
的
事
実
に
合
わ
な
い
何
ら
理
論
的
根
拠
も
な
い
荒

唐
無
稽
な
も
の
で
あ
る
こ
と
、
高
麗
は
高
句
麗
を
継
承
し
た
国
家
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
こ
の
２
点
に
つ
い

て
朝
鮮
の
学
界
の
立
場
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

ま
ず
、
論
文
が
主
張
し
て
い
る
論
拠
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
誤
り
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
に
つ

い
て
み
て
み
よ
う
。

　

論
文
が
主
張
す
る
「
高
麗
が
新
羅
を
継
承
し
た
」
と
い
う
論
拠
の
第
一
は
、
高
麗
と
高
句
麗
の
政
権
成
立

時
期
に
顕
著
な
差
異
が
あ
り
、
歴
史
発
展
の
ル
ー
ツ
が
互
い
に
異
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

王
氏
高
麗
は
、
高
句
麗
が
滅
び
た
６
６
８
年
か
ら
２
５
０
年
が
経
過
し
た
９
１
８
年
に
成
立
し
、
９
３
５

年
に
朝
鮮
半
島
の
他
の
一
つ
の
政
権
で
あ
る
新
羅
に
代
わ
っ
た
（
継
承
）
と
論
文
は
主
張
す
る
。
論
文
は
、

２
５
０
年
と
い
う
時
空
間
的
差
異
を
有
力
な
「
論
拠
」
と
し
て
あ
げ
、
高
句
麗
の
民
族
的
伝
統
は
す
で
に
断

絶
し
た
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
朝
鮮
民
族
の
民
族
的
伝
統
は
、
歳
月
が
過
ぎ
て
も
変
質
し
た
り
な
く
な
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
朝
鮮
民
族
は
、
単
一
民
族
と
し
て
古
朝
鮮
↓
高
句
麗
↓
渤
海
↓
高
麗
↓
朝
鮮
王
朝
と
、

自
ら
の
民
族
的
正
当
性
を
綿
々
と
し
て
継
承
し
て
き
た
。
高
句
麗
の
滅
亡
後
の
２
５
０
年
間
も
断
絶
す
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
高
安
勝
の
高
句
麗
国
、
弓き

ゆ
う
え
い裔

の
高
麗―

後
高
句
麗
国
な
ど
、
高
句
麗
を
継
承
し
た
国
々
が

存
在
し
て
い
た
し
、
渤
海
王
も
自
身
を
高
句
麗
王
と
い
っ
た
。
こ
れ
は
高
句
麗
滅
亡
後
、
高
麗
ま
で
一
つ
の

民
族
と
し
て
の
歴
史
的
継
承
性
を
維
持
し
て
き
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

も
し
論
文
の
論
拠
の
と
お
り
、
時
空
間
的
差
異
を
も
っ
て
歴
史
的
継
承
性
、
民
族
的
正
当
性
を
論
ず
る
と

す
れ
ば
、
数
十
の
多
民
族
国
家
が
混
在
し
国
の
興
亡
盛
衰
を
繰
り
返
し
て
き
た
中
国
の
歴
史
も
、
継
承
性
、

正
当
性
が
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。

　

歴
史
発
展
の
ル
ー
ツ
に
つ
い
て
は
、
高
麗
は
９
３
５
年
に
な
っ
て
新
羅
を
継
承
し
た
の
で
は
な
く
、
そ
の

以
前
の
９
１
８
年
に
高
句
麗
を
継
承
し
て
成
立
し
、
９
３
５
年
に
新
羅
を
統
合
し
て
朝
鮮
に
お
け
る
最
初
の

統
一
国
家
を
実
現
さ
せ
た
こ
と
を
正
確
に
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

論
文
の
第
二
の
論
拠
は
、
高
麗
の
管
轄
す
る
領
土
の
住
民
構
成
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。

　

論
文
は
、
高
麗
建
国
時
期
の
住
民
構
成
が
三
韓
、
す
な
わ
ち
辰
韓
・
弁
韓
・
馬
韓
で
起
こ
っ
た
新
羅
の
人
々

が
基
本
で
あ
る
た
め
、
高
麗
は
新
羅
を
継
承
し
た
と
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
歴
史
の
流
れ
と
そ

の
発
展
段
階
に
つ
い
て
深
く
考
察
し
た
も
の
で
は
な
い
、
あ
る
種
の
「
偏
見
」
に
す
ぎ
な
い
。

　

６
６
８
年
の
高
句
麗
滅
亡
後
の
住
民
構
成
を
見
る
と
、
大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
。
高
句
麗
の
遺
民
た
ち

は
、
限
り
な
い
反
侵
略
闘
争
に
よ
っ
て
唐
の
侵
略
軍
を
追
い
出
し
、
高
句
麗
の
領
土
を
中
心
に
６
９
８
年
に

は
渤
海
国
を
、９
０
１
年
に
は
高
麗―

後
高
句
麗
（
９
１
１
年
に
泰た

い
ほ
う
こ
く

封
国
に
改
称
）
を
建
て
た
。
９
１
８
年
、

王
建
が
政
変
を
起
こ
し
て
高
麗
国
を
創
建
し
た
が
、
王
建
自
身
も
高
句
麗
の
遺
民
出
身
で
あ
っ
た
し
、
高
麗
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建
国
で
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
た
将
帥
た
ち
と
軍
士
た
ち
も
み
な
高
句
麗
の
遺
民
た
ち
の
後
裔
た
ち
で

あ
っ
た
。
ま
た
国
家
の
基
本
領
土
も
昔
の
高
句
麗
の
領
土
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
を
み
て
も
、
高
麗
が
高
句
麗
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

第
三
の
論
拠
は
、
王
建
は
高
氏
の
後
裔
で
は
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
論
文
は
、「
高
麗
」
と
い
う
国

号
が
同
じ
だ
け
で
高
麗
は
高
句
麗
と
血
縁
的
、
歴
史
的
継
承
性
が
な
く
、
高
麗
王
室
の
王
氏
は
楽
浪
郡
に
居

住
し
て
い
た
王
氏
の
後
裔
だ
と
い
う
主
張
を
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
記
録
さ
れ
て
い
る
歴
史
的
事
実
は
、
王
建
は
厳
然
と
し
て
高
句
麗
の
後
裔
だ
と
い
う
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

　
『
高
麗
史
』
で
は
、
高
麗
の
太
祖
王
建
の
５
代
祖
で
あ
る
虎
景
は
「
聖
骨
将
軍
」
と
自
称
し
な
が
ら
、
白

頭
山
か
ら
南
方
へ
降
っ
て
松
岳
山
の
麓
（
高
句
麗
の
時
代
は
夫
蘇
山
と
呼
ば
れ
た
）
に
移
住
し
て
き
た
高
句

麗
の
遺
民
で
あ
り
、
彼
の
祖
父
・
作
帝
建
﹇
諡し

ご

う号
・
懿い

そ蘇
景け

い
こ
う康

大
王
﹈
も
弓
の
名
人
と
し
て
有
名
な
高
句
麗

人
だ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
王
建
の
家
門
が
高
句
麗
人
の
後
裔
で
地
位
の
高
い
大
貴
族
で
あ
る
こ

と
、
す
な
わ
ち
、
王
建
が
名
実
と
も
に
高
句
麗
の
遺
民
の
後
裔
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
だ
。

　

論
文
が
、「
王
」
氏
は
中
国
の
姓
氏
な
の
で
王
建
は
漢
の
楽
浪
郡
の
後
裔
で
あ
る
、
と
す
る
主
張
に
も
問

題
が
あ
る
。「
王
」
氏
は
、
楽
浪
郡
に
だ
け
存
在
し
た
の
で
は
な
く
、
西
北
朝
鮮
の
楽
浪
国
、
帶
方
国
に
も

存
在
し
て
い
た
し
、
朝
鮮
人
の
中
に
も
少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
い
た
。
朝
鮮
人
の
姓
氏
の
中
で
「
金
」「
李
」

「
朴
」「
安
」
を
は
じ
め
と
す
る
中
国
人
と
同
じ
姓
氏
が
多
い
の
は
、
漢
族
の
後
裔
だ
か
ら
で
は
な
く
、
漢
字

に
な
っ
た
姓
氏
を
採
用
し
た
た
め
で
あ
る
。

　

王
氏
高
麗
が
新
羅
を
継
承
し
た
と
い
う
主
張
は
、
朝
鮮
民
族
は
単
一
民
族
で
な
く
、「
古
朝
鮮
民
族
」「
高

句
麗
民
族
」「
三
韓
民
族
」「
百
済
民
族
」「
新
羅
民
族
」
な
ど
互
い
に
違
っ
た
民
族
が
存
在
し
て
い
た
と
い

う
誤
っ
た
見
解
か
ら
出
発
し
た
、
理
屈
に
合
わ
な
い
説
で
あ
る
。

　

論
文
が
必
死
に
な
っ
て
、
高
麗
が
新
羅
の
継
承
国
で
あ
る
と
言
い
張
る
の
は
、
虚
構
な
「
箕
子
・
衛
氏
朝

鮮
」
説
を
主
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
古
朝
鮮
と
高
句
麗
を
中
国
の
少
数
民
族
の
地
方
政
権
だ
っ
た
と
し
た

こ
と
を
基
に
、
渤
海
も
中
国
の
地
方
隷
属
国
家
で
あ
り
高
句
麗
も
漢
族
の
後
裔
で
、
鴨
緑
江
、
豆
満
江
以
北

が
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
た
中
国
の
「
正
当
領
土
」
で
あ
る
と
主
張
す
る
こ
と
に
、そ
の
根
本
的
目
的
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
論
文
が
ど
ん
な
に
歴
史
を
歪
曲
し
よ
う
と
も
、
高
麗
が
高
句
麗
を
継
承
し
た
と
い
う
歴
史
的
真

実
を
覆
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

次
に
、
高
麗
が
高
句
麗
を
継
承
し
た
と
す
る
、
朝
鮮
の
学
界
の
立
場
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

　

太
祖
・
王
建
が
９
１
８
年
に
創
建
し
た
高
麗
は
、
開
京
（
開
城
）
を
首
都
と
し
、
１
３
９
２
年
ま
で
五
百

年
近
く
も
存
在
し
た
封
建
国
家
で
あ
り
、
高
句
麗
を
継
承
し
た
朝
鮮
の
歴
史
上
に
お
け
る
最
初
の
統
一
国
家

で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
は
、
朝
鮮
の
学
界
に
お
け
る
確
固
と
し
た
立
場
で
あ
る
。
そ
れ
は
朝
鮮
民
族
史
の
正
当
性
と
関
連
す

る
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
ま
た
朝
鮮
の
人
々
は
、
高
麗
が
高
句
麗
を
継
承
し
た
統
一
国
家
と
し
て
そ
の
威
容

を
轟
か
し
た
こ
と
に
、
こ
の
上
な
い
誇
り
と
自
負
心
を
も
っ
て
い
る
。

　

高
麗
が
高
句
麗
を
継
承
し
た
こ
と
を
示
す
根
拠
に
つ
い
て
、
何
点
か
に
わ
け
て
見
て
い
こ
う
。
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第
一
に
、
国
の
名
称
を
高
句
麗
と
意
味
も
音
も
同
じ
高
麗
と
呼
ん
だ
と
こ
ろ
に
、
明
確
に
表
現
さ
れ
て
い

る
。

　

国
号
は
、
文
字
通
り
国
の
正
式
名
称
で
あ
る
。
国
号
に
は
そ
の
国
の
人
々
の
志
向
と
念
願
、
歴
史
的
伝
統

が
反
映
さ
れ
て
お
り
、
国
家
の
政
治
制
度
が
集
約
さ
れ
て
い
る
。

　
「
高
麗
」
と
い
う
名
は
、
高
句
麗
の
ま
た
別
の
ひ
と
つ
の
呼
び
名
で
あ
る
。「
高
麗
」
と
い
う
言
葉
は
、「
山

美
し
く
水
清
ら
か
な
美
し
い
と
こ
ろ
」
と
い
う
意
味
を
も
っ
て
お
り
、
高
句
麗
の
人
々
は
「
高
麗
」
と
い
う

国
号
を
自
慢
し
誇
り
に
思
っ
て
き
た
。

　

ま
た
、
中
国
と
日
本
の
歴
史
記
録
に
は
、「
高
句
麗
」
と
「
高
麗
」
が
同
じ
言
葉
、
同
じ
意
味
と
し
て
記

録
さ
れ
て
い
る
。『
三
国
遺
事
』
に
は
、弓
裔
が
首
都
を
松
岳
（
開
城
）
に
移
つ
し
た
後
、国
の
名
称
を
高
麗
（
ま

た
は
後
高
句
麗
）
と
呼
ん
だ
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
泰
封
と
改
称
し
た
弓
裔
を
打
倒
し
た
王
建
も
や

は
り
高
句
麗
を
継
承
し
た
と
い
う
意
味
で
、
高
句
麗
と
意
味
と
音
が
同
じ
高
麗
を
国
号
に
定
め
た
。

　

ま
た
『
高
麗
史
』
に
は
、９
９
３
年
、徐
煕
将
軍
が
敵
将
の
蕭し

ゅ
う
そ
ん
ね
い

遜
寧
と
の
講
和
談
判
に
お
い
て
、わ
が
国
（
高

麗
）
は
昔
の
高
句
麗
を
継
承
し
た
国
の
た
め
に
国
名
も
高
麗
と
し
、
首
都
も
平
壌
に
定
め
た
、
と
述
べ
た
こ

と
を
記
録
し
て
い
る
。
こ
れ
は
高
麗
が
、
東
方
の
強
国
で
あ
っ
た
高
句
麗
を
継
承
し
高
句
麗
と
同
じ
志
を
実

現
す
る
と
い
う
強
い
決
心
を
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
「
高
麗
」
と
い
う
国
号
は
、
王
建
が
建
て
た
高
麗
の
国
号
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
高
句
麗

そ
の
も
の
で
あ
り
、そ
の
後
に
続
く
朝
鮮
王
朝
や
今
日
に
至
る
ま
で
も
朝
鮮
を
指
し
示
す
代
名
詞
に
な
っ
た
。

　

第
二
に
、
建
国
始
祖
・
王
建
も
高
句
麗
の
後
裔
で
あ
り
、
建
国
の
時
に
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
た
多

く
の
将
帥
た
ち
と
軍
士
た
ち
も
み
な
高
句
麗
の
領
土
で
居
住
し
て
い
た
高
句
麗
の
遺
民
た
ち
の
後
裔
た
ち
で

あ
っ
た
。ま
た
、建
国
初
期
の
国
家
の
基
本
領
土
は
、往
古
の
高
句
麗
の
土
地
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
い
え
る
。

　

高
麗
は
、
こ
の
よ
う
な
高
句
麗
勢
力
の
支
持
に
基
づ
い
て
、
高
句
麗
の
民
族
的
正
当
性
を
継
承
し
、
中
部

朝
鮮
の
往
古
の
高
句
麗
の
領
土
の
上
に
建
国
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
高
麗
と
同
じ
時
期
に
存
在
し
た
隣
国
で
も
、
高
麗
が
高
句
麗
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が

共
通
す
る
一
般
的
常
識
と
な
っ
て
い
た
。

　

中
国
の
史
書
で
あ
る
『
旧
五
代
史
』『
新
五
代
史
』『
宋
史
』『
遼
史
』『
金
史
』
な
ど
の
文
献
に
は
、「
高

麗
が
高
句
麗
を
継
承
し
た
」「
高
麗
は
元
来
、
高
句
麗
で
あ
る
」「
前
王
の
姓
は
高
氏
で
あ
る
」「
王
氏
高
麗

は
高
氏
の
地
位
を
継
承
し
た
」
な
ど
と
記
録
さ
れ
い
る
。
ま
た
『
高
麗
史
』（
巻
二
世
家
、太
祖
16
年
３
月
条
）

に
は
、
９
３
３
年
３
月
、
後
唐
が
高
麗
に
送
っ
た
書
簡
に
「
王
建
は
朱
蒙
の
祥し

ょ
う
ず
い瑞
な
る
伝
統
を
継
承
し
て
王

に
な
っ
た
」
と
し
て
お
り
、『
宣せ

ん
わ
ほ
う
し
こ
う
ら
い
ず
き
ょ
う

和
奉
使
高
麗
図
経
』
巻
２
で
は
、
１
１
２
３
年
５
月
、
高
麗
を
訪
問
し
た

宋
の
官
吏
で
あ
る
徐じ

ょ
き
ょ
う兢
の
訪
問
記
を
引
用
し
な
が
ら
、「
王
氏
は
高
麗
の
大
族
（
貴
族
）
で
あ
っ
た
。
高
氏
（
高

句
麗
）
の
政
治
が
衰
弱
す
る
と
国
の
人
々
が
、
王
建
が
賢
明
な
の
で
国
王
に
立
て
た
」
と
伝
え
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
史
書
が
等
し
く
伝
え
て
い
る
こ
と
は
、
高
麗
が
高
句
麗
を
継
承
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
共
通

的
な
一
般
的
常
識
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

第
四
に
、
高
麗
が
同
族
を
一
つ
の
国
家
に
統
合
し
よ
う
と
し
た
高
句
麗
の
統
一
志
向
を
継
承
し
そ
れ
を
実

現
し
た
、
最
初
の
統
一
国
家
と
し
て
出
現
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

同
族
の
国
家
と
昔
の
領
土
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
は
、民
族
と
し
て
し
ご
く
当
然
な
こ
と
で
あ
る
。
高
麗
は
、
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高
句
麗
の
統
一
志
向
を
成
し
遂
げ
る
た
め
、
高
句
麗
の
往
古
の
首
都
で
あ
っ
た
平
壌
を
復
旧
し
て
こ
こ
に
軍

事
戦
略
的
拠
点
を
構
築
し
、
首
都
と
定
め
る
目
的
の
も
と
建
設
を
進
め
、
平
壌
を
第
二
首
都
﹇
副
首
都
﹈
と

し
た
。

　

建
国
初
期
に
は
、
後
期
新
羅
が
統
合
で
き
な
か
っ
た
東
西
北
部
の
広
大
な
高
句
麗
の
領
土
を
統
合
し
た
。

９
３
５
年
に
は
後
期
新
羅
を
統
合
、
９
３
６
年
に
は
後
百
済
を
統
合
し
、
９
２
６
年
の
契き

っ
た
ん丹

の
侵
略
に
よ
っ

て
亡
び
た
渤
海
の
数
十
万
の
遺
民
を
包
摂
し
た
。

　

そ
し
て
10
世
紀
に
高
麗
は
、
同
族
の
領
土
と
住
民
の
ほ
ど
ん
ど
を
単
一
の
国
家
体
制
の
下
に
統
合
し
、
民

族
を
代
表
す
る
最
初
の
統
一
国
家
と
な
っ
た
。
高
麗
は
そ
の
全
期
間
に
お
い
て
、
高
句
麗
の
統
一
志
向
を
完

全
に
成
し
遂
げ
よ
う
と
活
動
を
続
け
た
の
で
あ
る
。

　

第
五
に
、
高
麗
人
民
は
反
侵
略
闘
争
に
お
い
て
高
句
麗
の
人
々
と
同
じ
く
勇
敢
で
愛
国
的
な
気
質
を
発
揮

し
た
。

　

反
契
丹
戦
争
と
反
蒙
古
戦
争
に
お
い
て
高
麗
が
挙
げ
た
輝
か
し
い
勝
利
は
、
隋
・
唐
の
数
百
万
の
侵
略
軍

を
撃
退
さ
せ
た
高
句
麗
人
民
の
剛
毅
な
意
志
と
不
屈
の
闘
争
気
質
を
継
承
し
た
こ
と
を
表
わ
す
顕
著
な
実
例

で
あ
る
。

　

以
上
、
こ
の
よ
う
な
事
実
は
、
高
麗
が
高
句
麗
の
後
裔
た
ち
が
建
て
た
国
、
高
句
麗
を
継
承
し
た
国
で
あ

る
こ
と
を
雄
弁
に
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

※
（
）
の
中
は
原
筆
者
、﹇
﹈
の
中
は
訳
者
に
よ
る
註

高句麗・渤海遺跡に対する最近の発掘研究成果について

高
句
麗
�
渤
海
遺
跡
�
対
�
�
最
近
�
発
掘
研
究
成
果
�
�
�
�

孫
秀
浩
（
社
会
科
学
院
考
古
学
研
究
所
所
長
）

近
年
、
社
会
科
学
院
考
古
学
研
究
所
で
は
、
高
句
麗
お
よ
び
渤
海
の
歴
史
と
文
化
の
優
れ
た
発
展
の
様
子

が
科
学
的
に
証
明
さ
れ
、
ま
た
体
系
化
さ
れ
た
条
件
の
も
と
、
こ
れ
を
新
し
い
実
物
の
史
料
で
証
明
す
る
た

め
に
行
っ
た
発
掘
研
究
で
特
筆
す
べ
き
成
果
を
あ
げ
た
。

ま
ず
高
句
麗
の
遺
跡
で
注
目
す
べ
き
は
、平
壌
一
帯
の
壁
画
古
墳
の
発
掘
と
長
寿
山
周
辺
に
位
置
す
る「
南

平
壌
」
遺
跡
の
再
調
査
で
あ
る
。

平
壌
一
帯
の
発
掘
で
は
、
平
安
南
道
江
西
郡
の
台
城
里
３
号
壁
画
古
墳
と
黄
海
北
道
燕
灘
郡
の
松
竹
里
壁

画
古
墳
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

台
城
里
３
号
墳
は
羨
道
、
門
室
、
前
室
、
側
室
、
玄
室
、
回
廊
か
ら
な
る
多
室
墓
で
あ
る
。
壁
面
の
損
傷

が
激
し
く
壁
画
の
主
題
や
内
容
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
古
墳
の
門
室
西
壁
南
側
に
は
幅
広

の
パ
ジ
と
先
の
尖
っ
た
ク
ツ
を
は
い
た
男
性
の
足
と
幅
15
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
赤
い
柱
が
描
か
れ
て
い

た
。
墓
室
か
ら
は
漆
喰
面
に
描
か
れ
た
壁
画
片
が
数
多
く
確
認
さ
れ
、
そ
の
中
に
は
雲
紋
を
あ
し
ら
っ
た
も

の
も
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
純
金
製
花
弁
装
飾
品
１
点
、
金
製
杏
葉
形
装
飾
品
４
点
、
銅
製
釧
２
点
、
朱
玉
１

点
、
黄
緑
釉
陶
器
片
数
点
、
鉄
製
棺
釘
30
余
点
、
花
崗
岩
製
の
柱
頭
、
小
櫨
、
檐
遮
な
ど
が
出
土
し
た
。

台
城
里
３
号
墳
は
、
そ
の
規
模
や
構
造
形
式
、
出
土
し
た
遺
物
な
ど
か
ら
王
陵
級
と
い
え
、
こ
れ
は
近
年
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の
高
句
麗
壁
画
古
墳
に
対
す
る
発
掘
調
査
中
、
学
界
の
耳
目
を
集
め
た
「
特
大
級
の
発
掘
」
と
い
え
よ
う
。

ま
た
こ
の
古
墳
の
平
面
構
造
は
、
黄
海
南
道
安
岳
郡
に
あ
る
故
国
原
王
陵
（
安
岳
第
３
号
墳
）
と
回
廊
の
先

に
延
び
る
補
助
通
路
を
設
け
た
点
ま
で
酷
似
し
、
た
だ
回
廊
の
方
向
が
正
反
対
と
い
う
こ
と
が
相
違
す
る
だ

け
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
二
基
の
墳
墓
が
同
時
代
に
造
営
さ
れ
、
密
接
な
関
連
性
が
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て

い
る
。

朝
鮮
学
界
で
は
安
岳
第
３
号
墳
を
故
国
原
王
陵
と
し
た
が
、
台
城
里
３
号
墳
は
故
国
原
王
の
父
王
で
あ
る

美
川
王
の
改
葬
墓
と
い
え
る
。
こ
の
こ
と
は
美
川
王
陵
を
安
岳
第
３
号
墳
や
平
壌
駅
前
古
墳
と
み
る
説
の
不

当
性
を
証
明
す
る
貴
重
な
成
果
と
な
っ
た
。

松
竹
里
壁
画
古
墳
は
羨
道
、
前
室
、
間
道
、
玄
室
か
ら
な
る
二
室
墓
で
あ
る
。
壁
面
に
は
武
士
図
・
行
列

図
・
狩
猟
図
な
ど
の
人
物
風
俗
図
が
描
か
れ
、
こ
れ
は
高
句
麗
文
化
の
発
展
模
様
と
生
活
風
情
を
よ
く
み
せ

て
く
れ
て
い
る
。
壁
画
は
す
べ
て
の
壁
面
に
黒
、
赤
、
黄
、
白
、
濃
紺
の
色
で
描
か
れ
て
い
る
。
壁
面
両
隅

に
は
朱
色
の
太
い
柱
が
あ
り
、
ま
る
で
木
造
建
築
物
の
内
部
の
よ
う
に
装
飾
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
様
々
な
モ

チ
ー
フ
の
壁
画
が
描
か
れ
て
い
る
。
羨
道
の
東
西
両
壁
に
は
武
士
の
隊
列
図
が
見
え
る
が
、
こ
れ
は
長
矛
を

か
か
げ
鉄
製
鎧
で
武
装
し
た
鎧
馬
武
士
と
重
武
装
で
秩
序
正
し
く
行
進
す
る
武
士
の
姿
で
あ
る
。
前
室
東
壁

に
は
騎
馬
隊
や
歩
行
す
る
人
物
、
犬
な
ど
の
行
列
図
が
描
か
れ
、
西
壁
に
は
虎
や
鹿
を
狩
る
狩
猟
図
も
み
る

こ
と
が
で
き
る
。
南
壁
に
は
鎧
冑
で
武
装
し
た
門
衛
が
描
か
れ
て
い
る
。
門
衛
は
間
道
の
両
壁
で
も
確
認
さ

れ
た
。
玄
室
東
壁
に
は
車
を
ひ
く
動
物
と
後
部
が
高
い
帽
子
を
か
ぶ
る
人
物
が
、
北
壁
に
は
平
床
に
座
る
主

人
公
が
描
か
れ
て
い
る
。

高句麗・渤海遺跡に対する最近の発掘研究成果について

古
墳
か
ら
は
金
銅
製
指
輪
、
銀
製
簪
、
銀
飾
棺
釘
、
輪
形
棺
用
把
手
、
数
体
分
の
陶
器
片
な
ど
が
出
土
し

た
。
松
竹
里
壁
画
古
墳
は
黄
海
北
道
で
初
め
て
発
見
さ
れ
た
高
句
麗
壁
画
古
墳
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
平
壌

一
帯
に
お
け
る
高
句
麗
壁
画
古
墳
の
分
布
範
囲
を
確
定
す
る
た
め
の
重
要
資
料
と
い
え
よ
う
。

近
年
の
高
句
麗
古
墳
発
掘
で
注
目
さ
れ
る
も
の
に
は
、
２
０
０
６
年
６
月
に
平
壌
市
統
一
街
で
発
掘
さ
れ

た
双
室
石
室
封
土
墳
も
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
金
製
歩
揺
３
点
と
「
五
銖
銭
」
片
、
鉄
製
棺
釘
な
ど
が
出
土
し

た
。
歩
揺
は
厚
さ
０
・
１
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
程
度
の
金
板
を
用
い
て
花
弁
や
魚
を
象
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
統

一
街
周
辺
で
は
古
朝
鮮
末
期
と
楽
浪
国
時
代
の
木
槨
墓
・
塼
室
墓
が
数
多
く
発
掘
さ
れ
て
き
た
。
石
室
封
土

墳
も
稀
に
発
見
さ
れ
て
は
い
た
が
、
高
句
麗
早
期
の
墓
制
で
あ
る
双
室
墳
が
確
認
さ
れ
た
の
は
初
め
て
の
こ

と
で
あ
る
。

長
寿
山
遺
跡
の
発
掘
は
１
９
８
０
年
代
に
開
始
さ
れ
、
こ
の
遺
跡
が
４
世
紀
代
の
高
句
麗
「
南
平
壌
」
遺

跡
と
確
認
さ
れ
た
。

２
０
０
７
〜
２
０
０
８
年
に
わ
た
る
今
回
の
発
掘
で
は
、
土
城
（
峨
洋
里
土
城
、
ト
マ
ド
ン
土
城
）
と
道

路
遺
溝
、
瓦
当
、
門
郭
石
、
八
角
形
支
石
な
ど
が
確
認
さ
れ
た
。
土
城
は
す
べ
て
本
来
の
地
層
上
に
、
ま
ず

大
き
め
の
石
や
砂
を
敷
き
、
さ
ら
に
小
さ
な
石
と
砂
を
用
い
て
築
い
て
い
た
。
道
路
遺
溝
は
月
党
里
土
城
内

と
載
寧
江
対
岸
に
あ
る
月
党
里
地
区
か
ら
発
見
さ
れ
た
。

土
城
内
の
遺
溝
は
、
地
表
か
ら
50
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
確
認
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
幅
２
・
９

メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
20
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
月
党
里
地
区
か
ら
は
１
２
０
メ
ー
ト
ル
の
間
隔
を
お
き
平

行
に
延
び
る
幅
２
・
６
メ
ー
ト
ル
と
４
メ
ー
ト
ル
の
道
路
遺
溝
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
は
地
表
か
ら
45
セ
ン
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チ
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
確
認
さ
れ
、
そ
の
方
向
は
南
北
、
厚
さ
20
〜
25
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
で
あ
る
。
こ

こ
か
ら
は
高
句
麗
の
瓦
当
や
陶
器
も
出
土
し
て
い
る
。

こ
の
度
の
発
掘
調
査
を
通
じ
、
長
寿
山
城
の
南
側
に
築
か
れ
た
土
城
の
規
模
や
築
造
方
法
が
明
ら
か
に
さ

れ
、
ま
た
城
内
と
そ
の
外
側
に
整
然
と
区
画
さ
れ
た
里
房
が
展
開
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

高
句
麗
遺
跡
は
平
壌
市
大
聖
区
域
と
三
石
区
域
、
平
安
南
道
南
浦
市
、
黄
海
南
道
銀
川
郡
一
帯
か
ら
も
確

認
さ
れ
て
い
る
。

渤
海
遺
跡
の
発
掘
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
朝
鮮
国
内
で
初
め
て
渤
海
時
代
の
壁
画
古
墳
が
発
見
さ
れ
た
こ

と
で
あ
る
。

古
墳
は
咸
鏡
北
道
花
台
郡
錦
城
里
の
中
心
か
ら
北
に
お
よ
そ
５
０
０
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
丘
陵
に
あ
る
錦
城

里
古
墳
群
か
ら
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
は
墓
室
が
地
下
に
位
置
す
る
石
室
封
土
墳
で
、
羨
道
が
中
心
に
く
る
単

室
墓
で
あ
る
。
墓
室
は
正
方
形
、
天
井
は
平
天
井
で
あ
る
。
ま
た
玄
室
中
央
に
あ
る
棺
台
か
ら
は
夫
婦
と
み

ら
れ
る
２
体
の
遺
骨
が
確
認
さ
れ
た
。
大
部
分
の
壁
画
は
剥
落
し
て
い
た
が
、
北
壁
下
方
に
白
い
脚
絆
を
巻

き
ク
ツ
を
履
い
た
人
物
の
足
が
確
認
さ
れ
、
ま
た
剥
落
し
た
壁
画
片
に
蓮
華
台
に
た
つ
神
仙
や
優
雅
な
蓮
華

紋
が
み
え
る
こ
と
か
ら
人
物
風
俗
図
が
描
か
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
玄
室
か
ら
は
金
鍍
金
し
た
青
銅
製
蓮

華
紋
装
飾
、
青
銅
製
隅
部
装
飾
、
青
銅
お
よ
び
鉄
製
棺
釘
、
硯
、
陶
器
な
ど
数
十
点
の
遺
物
が
出
土
し
た
。

こ
の
古
墳
の
築
造
期
は
、
近
接
す
る
錦
城
里
１
号
墓
と
同
じ
平
天
井
を
も
つ
長
方
形
の
石
室
封
土
墳
で
あ

り
、
出
土
し
た
硯
が
上
京
龍
泉
府
出
土
の
も
の
と
酷
似
し
、
ま
た
青
銅
蓮
華
紋
装
飾
の
蓮
華
紋
が
渤
海
期
に

多
用
さ
れ
、
棺
釘
が
高
句
麗
の
そ
れ
よ
り
も
短
い
渤
海
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
推
し
て
渤
海
期
に
相
当
す

る
と
い
え
る
。
こ
の
古
墳
の
壁
画
と
遺
物
は
、
高
句
麗
と
渤
海
の
文
化
継
承
関
係
を
示
す
と
と
も
に
朝
鮮
の

中
世
の
主
権
国
家
で
あ
り
、「
海
東
の
盛
国
」
と
呼
ば
れ
た
渤
海
の
す
ぐ
れ
た
文
化
と
そ
の
独
自
性
を
示
す

貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

そ
の
他
に
も
清
津
市
青
岩
区
域
富
居
里
一
帯
で
多
く
の
墳
墓
・
城
壁
・
烽
火
台
址
・
寺
院
址
な
ど
が
、
吉

州
地
域
で
は
大
型
祭
壇
址
・
墳
墓
な
ど
が
発
掘
調
査
さ
れ
て
い
る
。

今
後
も
わ
れ
わ
れ
は
、
古
朝
鮮
、
高
句
麗
、
渤
海
の
遺
跡
に
対
す
る
発
掘
調
査
を
精
力
的
に
行
い
、
民
族

の
輝
か
し
い
歴
史
と
文
化
を
実
物
資
料
と
し
て
提
示
す
る
た
め
に
尽
力
し
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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平
壌
�
高
句
麗
遺
跡
�
歩
�

呉
陽
希
（
朝
鮮
新
報
記
者
）

１
．
檀
君
、
東
明
王　

始
祖
王
の
王
陵
を
奉
る  

　

高
句
麗
は
４
２
７
年
「
長
寿
王
15
年
に
（
集
安
か
ら
）
平
壌
に
都
を
移
し
た
」（「
三
国
史
記
」）。
遷
都
か

ら
１
５
０
０
年
以
上
経
っ
た
今
日
も
平
壌
は
高
句
麗
の
人
々
の
息
吹
を
感
じ
ら
れ
る
場
所
だ
。

　

紀
元
前
２
７
７
年
、
高
句
麗
の
始
祖
王
で
あ
る
東
明
聖
王
・
朱
蒙
が
現
在
の
中
国
遼
寧
省
桓
仁
に
五
女
山

城
を
築
い
て
高
句
麗
を
建
国
し
た
と
き
か
ら
千
年
あ
ま
り
の
間
、
現
在
の
中
国
東
北
地
方
と
朝
鮮
半
島
の
大

部
分
の
地
域
を
占
め
、
三
国
時
代
の
歴
史
と
文
化
の
発
展
を
主
導
し
、
東
方
の
強
大
国
と
し
て
覇
を
と
な
え

た
高
句
麗
。
大
城
山
文
化
遺
跡
管
理
所
学
術
研
究
員
の
李
定
男
さ
ん
の
案
内
で
平
壌
市
内
の
高
句
麗
遺
跡
を

訪
ね
た
。

　
「
約
１
５
０
０
年
前
に
先
祖
が
生
活
し
て
い
た
こ
の
場
に
立
っ
て
い
る
と
思
う
と
胸
が
躍
り
ま
せ
ん
か
」

と
、
李
さ
ん
は
温
和
な
口
調
で
語
り
か
け
て
き
た
。

　

高
句
麗
は
平
壌
に
遷
都
し
た
折
に
、
東
明
王
朱
蒙
の
陵
墓
を
平
壌
市
の
真
坡
里
、
現
在
の
龍
山
里
の
丘
に

移
送
す
る
と
と
も
に
、
大
城
山
一
帯
に
安
鶴
宮
（
王
宮
）
と
大
城
山
城
（
安
鶴
宮
の
防
衛
城
）
を
建
て
た
。

当
時
の
高
句
麗
は
大
城
山
城
を
首
都
城
と
し
て
、
防
衛
力
を
最
大
限
に
高
め
る
た
め
、
立
地
選
び
に
大
き
な

関
心
を
寄
せ
た
と
い
う
。
大
城
山
城
の
城
壁
の
周
囲
は
７
・
６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル（
総
延
長
９
２
８
４
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
）
で
高
句
麗
の
城
壁
中
最
大
規
模
の
も
の
だ
。
蘇
文
峰
か
ら
周
囲
を
見
渡
す
と
向
か
い
側
に
長
寿
峰
が

見
え
、
乙
支
峰
、
北
将
台
、
国
士
峰
、
朱
雀
峰
が
連
な
っ
て
い
る
。
高
句
麗
の
山
城
は
山
の
峰
々
に
沿
っ
て

ほ
ぼ
楕
円
形
城
壁
を
築
く
。こ
の
特
異
な
地
形
を
利
用
し
た
大
城
山
城
は
典
型
的
な
高
句
麗
山
城
だ
と
い
う
。

周
囲
よ
り
地
理
的
に
高
い
位
置
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
城
外
に
い
る
敵
が
内
部
を
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
弓
な

ど
の
武
具
を
撃
っ
て
も
城
内
ま
で
届
か
な
い
。
ま
た
、
約
２
・
７
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
内
に
は
、
戦

時
に
は
多
く
の
人
々
が
避
難
で
き
た
。

　

大
城
山
の
南
に
は
大
同
江
が
流
れ
、
西
に
は
合
掌
江
が
、
東
に
は
長
寿
川
が
あ
り
、
北
に
は
青
龍
山
城
の

峰
が
連
な
っ
て
い
る
。
李
さ
ん
は
こ
の
よ
う
な
地
理
的
特
徴
か
ら
大
城
山
城
が
「
難
攻
不
落
の
要
塞
」
だ
と

呼
ば
れ
た
と
説
明
し
た
。

　

現
在
、
蘇
文
峰
と
乙
支
峰
の
間
の
40
メ
ー
ト
ル
区
間
に
は
高
句
麗
時
代
の
城
壁
が
残
っ
て
い
る
。
高
句
麗

の
人
々
が
積
み
上
げ
た
赤
茶
色
の
石
に
手
を
あ
て
て
み
る
と
当
時
の
人
々
の
姿
が
目
の
前
に
浮
か
ん
で
く
る

よ
う
だ
。

　

大
城
山
に
は
い
た
る
と
こ
ろ
に
水
が
湧
き
、井
戸
が
多
く
年
中
水
が
溢
れ
て
お
り
水
に
困
ら
な
い
と
い
う
。

山
城
内
部
に
あ
る
１
７
０
あ
ま
り
の
池
の
中
で
も
っ
と
も
高
い
位
置
に
あ
る
「
九
竜
池
」
は
一
辺
の
長
さ
が

18
・
２
メ
ー
ト
ル
の
正
方
形
で
水
深
が
３
メ
ー
ト
ル
、容
積
は
約
１
０
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
で
１
０
０
万
リ
ッ

ト
ル
に
相
当
す
る
。
こ
れ
ら
の
池
に
は
昔
か
ら
伝
わ
る
伝
説
が
多
い
。

　

蘇
文
峰
か
ら
南
側
を
見
下
ろ
す
と
四
角
形
の
跡
を
残
す
安
鶴
宮
跡
が
見
え
る
。
６
２
２
メ
ー
ト
ル
四
方
の

城
壁
に
囲
ま
れ
、
敷
地
面
積
は
約
38
万
平
方
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
。
当
時
近
隣
の
ど
の
国
に
も
こ
の
よ
う
な
大

平壌の高句麗遺跡を歩く
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規
模
の
王
宮
は
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
「
こ
れ
を
見
て
く
だ
さ
い
」

　

李
さ
ん
が
安
鶴
宮
と
そ
の
周
辺
の
縮
図
版
を
取
り
出
し
、あ
る
興
味
深
い
事
実
に
つ
い
て
話
し
て
く
れ
た
。

人
工
衛
星
が
撮
影
し
た
写
真
で
測
定
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
安
鶴
宮
と
檀
君
陵
（
古
朝
鮮
の
始
祖
王
檀
君

が
葬
ら
れ
た
墳
墓
）、
東
明
王
陵
を
線
で
結
ぶ
と
、
安
鶴
宮
を
起
点
に
直
角
三
角
形
が
で
き
、
そ
の
距
離
を

見
て
も
安
鶴
宮

－

檀
君
陵
21
・
７
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
安
鶴
宮

－

東
明
王
陵
20
・
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
ほ
ぼ
等

し
い
と
い
う
の
だ
。

　

李
さ
ん
は
「
こ
の
不
思
議
な
現
象
は
偶
然
起
こ
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
高
句
麗
の
人
々
が
重
大
な
目
的
を

達
成
す
る
た
め
に
高
い
科
学
技
術
と
国
家
の
総
力
を
あ
げ
て
創
造
し
た
結
果
」
だ
と
説
明
す
る
。

　

高
句
麗
は
始
祖
王
の
陵
を
立
派
に
構
え
る
こ
と
を
首
都
建
設
の
重
要
な
目
的
の
ひ
と
つ
と
見
な
し
、
東
明

王
陵
を
移
し
、
そ
れ
と
と
も
に
平
壌
に
あ
っ
た
古
朝
鮮
の
始
祖
檀
君
の
墳
墓
を
高
句
麗
形
式
に
改
葬
し
た
。

実
際
に
１
９
９
３
年
に
平
壌
で
発
掘
さ
れ
た
檀
君
陵
は
高
句
麗
の
典
型
的
な
墳
墓
の
形
式
だ
っ
た
。

　
「
高
句
麗
の
人
々
は
広
大
な
領
土
と
３
０
０
０
年
の
古
い
歴
史
を
も
ち
古
代
東
方
ア
ジ
ア
の
歴
史
を
輝
か

せ
た
古
朝
鮮
の
歴
史
を
誇
り
に
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
」

　

高
句
麗
王
家
と
民
は
、
強
盛
を
誇
っ
た
建
国
の
始
祖
で
あ
る
東
明
王
と
朝
鮮
民
族
の
始
祖
で
あ
る
檀
君
へ

の
尊
崇
の
思
い
を
抱
い
て
、
安
鶴
宮
で
２
人
の
王
陵
を
共
に
奉
ず
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
首
都
建
設
を

行
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

 

２
．
牡
丹
峰
の
絶
景
、
乙
密
台
、
最
勝
台  

　

平
壌
の
美
し
さ
を
う
た
っ
た
詩
は
多
い
。
な
か
で
も
15
世
紀
の
詩
人
曺
偉
が
平
壌
の
名
勝
を
う
た
っ
た
詩

「
西
京
（
平
壌
）
八
詠
」
が
名
高
い
。
詩
の
一
節
ず
つ
を
と
っ
た
も
の
が
「
平
壌
八
景
」
と
し
て
今
に
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
乙
密
台
の
春
、
浮
碧
楼
の
月
、
永
明
寺
の
あ
か
ね
空
、
普
通
江
の
送
別
、
大

同
江
の
舟
遊
び
、
愛
蓮
堂
の
雨
景
、
龍
岳
山
の
森
、
馬
灘
の
雪
ど
け
な
ど
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
高
句
麗
遺
跡

と
関
連
す
る
も
の
が
多
い
。
か
つ
て
は
国
を
守
る
た
め
に
建
て
ら
れ
た
将
台
（
指
揮
所
）
も
現
在
は
市
民
の

憩
い
の
場
と
し
て
、
年
中
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

　

数
日
間
降
り
続
い
た
雪
で
平
壌
市
内
に
真
っ
白
な
雪
景
色
が
広
が
る
中
、
平
壌
城
内
城
の
北
の
将
台
だ
っ

た
乙
密
台
を
訪
れ
た
。
乙
密
台
は
高
さ
11
メ
ー
ト
ル
の
石
築
台
の
上
に
建
て
ら
れ
た
楼
閣
。
６
世
紀
の
半
ば
、

平
壌
城
内
の
北
側
指
揮
所
と
し
て
建
て
ら
れ
、
１
７
１
４
年
に
修
築
さ
れ
た
。
現
在
あ
る
楼
閣
は
朝
鮮
王
朝

時
代
の
も
の
だ
が
、
そ
の
「
土
台
と
城
壁
」
の
石
垣
の
下
の
部
分
は
高
句
麗
時
代
に
築
造
さ
れ
た
。

　
「
乙
密
台
と
い
う
名
前
の
由
来
に
は
い
く
つ
か
の
説
が
あ
る
」
と
大
城
山
文
化
遺
跡
管
理
所
学
術
研
究
員

の
李
定
男
さ
ん
は
言
う
。

　

高
句
麗
の
名
将
乙
支
文
徳
の
息
子
、
乙
密
将
軍
が
同
所
を
守
っ
た
の
で
「
乙
密
台
」
と
よ
ぶ
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
説
。
さ
ら
に
風
光
明
媚
な
こ
の
地
に
天
か
ら
「
乙
密
神
女
」
が
降
り
て
来
て
、
遊
ん
だ
と
い
う
伝

説
に
由
来
す
る
と
い
う
説
も
あ
る
。

　

乙
密
台
か
ら
周
囲
の
景
色
を
見
渡
す
と
、
南
東
方
面
約
２
０
０
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
、
海
抜
96
・
１
メ
ー

平壌の高句麗遺跡を歩く
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ト
ル
の
峰
に
建
立
さ
れ
た
将
台
、
最
勝
台
が
見
え
る
。
平
壌
の
風
致
が
一
望
の
も
と
に
お
さ
め
ら
れ
る
最
上

の
地
と
い
う
意
味
で
、
こ
う
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
だ
。

　

現
在
、
錦
繍
山
全
体
の
総
称
を
牡
丹
峰
と
呼
ん
で
い
る
が
、
も
と
は
最
勝
台
の
あ
る
峰
を
「
牡
丹
峰
」
と

呼
ん
で
い
た
と
い
う
。「
５
月
に
は
つ
つ
じ
や
れ
ん
ぎ
ょ
う
が
満
開
に
な
っ
て
本
当
に
美
し
い
で
す
よ
」
と

李
さ
ん
は
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
な
が
ら
話
し
た
。

　

李
さ
ん
の
言
葉
通
り
、
花
盛
り
の
最
勝
台
や
乙
密
台
の
美
し
さ
は
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
が
、
雪
化
粧

を
し
た
冬
景
色
も
ま
た
風
情
が
あ
る
。

　
「
三
国
史
記
」
に
は
３
９
２
年
に
高
句
麗
が
９
つ
の
寺
を
建
て
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。

　

李
さ
ん
は
、「
３
７
０
年
に
中
国
か
ら
仏
教
が
伝
わ
っ
て
以
来
、
宗
教
は
国
家
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
統
治
の

手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
た
」
と
説
明
す
る
。

　

浮
碧
楼
か
ら
は
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
る
大
同
江
を
見
下
ろ
す
こ
と
が
で
き
る
。平
壌
八
景
に
う
た
わ
れ
た「
浮

碧
完
月
」（
浮
碧
楼
と
大
同
江
に
映
っ
た
月
夜
の
風
景
）
と
「
永
明
深
勝
」（
あ
か
ね
空
に
染
ま
っ
た
永
明
寺

一
帯
の
風
景
）
は
浮
碧
楼
の
絶
景
を
う
た
っ
た
も
の
だ
。
浮
碧
楼
の
そ
ば
に
は
一
段
の
高
さ
が
25
セ
ン
チ
ほ

ど
の
石
階
段
が
あ
る
。
32
段
の
石
階
段
は
高
句
麗
時
代
に
築
造
さ
れ
た
。
高
句
麗
の
僧
た
ち
が
階
段
を
上
り

下
り
す
る
姿
を
想
像
し
な
が
ら
石
段
を
踏
み
し
め
る
と
感
慨
が
い
っ
そ
う
深
ま
る
。

　

す
る
と
、こ
こ
で
も
う
ひ
と
つ
の
高
句
麗
遺
跡
と
出
会
う
こ
と
に
な
っ
た
。
永
明
寺
の
僧
の
墓
だ
と
い
う
。

高
さ
60
セ
ン
チ
ほ
ど
の
石
の
墓
が
ひ
っ
そ
り
と
立
っ
て
い
た
。「
こ
こ
に
墓
が
残
っ
て
い
た
と
は
」。
李
さ
ん

も
今
回
訪
れ
る
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
墓
の
あ
る
場
所
が
立
ち
入
り
禁
止
区
域
だ
っ
た
た
め
だ
。
墓

の
側
面
に
は
文
字
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
墓
の
由
来
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。「
す
ぐ
に

で
も
確
認
作
業
に
と
り
か
か
ら
ね
ば
」
と
李
さ
ん
は
意
気
込
ん
だ
。

 

３
．
高
句
麗
の
人
々
の
息
遣
い  

　

平
壌
で
の
高
句
麗
遺
跡
の
発
掘
は
今
年
も
活
発
に
行
わ
れ
る
予
定
だ
。
２
０
０
７
年
に
も
平
壌
城
城
壁
の

一
部
が
発
掘
さ
れ
た
。「
遺
跡
は
歴
史
の
確
か
な
証
言
者
」
だ
と
李
定
男
さ
ん
は
語
る
。

　

李
さ
ん
に
案
内
さ
れ
た
の
は
平
川
区
域
に
あ
る
万
寿
台
創
作
社
横
の
空
き
地
だ
っ
た
。
空
き
地
に
は
幅
が

８
〜
９
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
石
壁
が
あ
る
。

　
「
こ
れ
は
平
壌
城
の
城
壁
な
ん
で
す
よ
」
と
は
い
え
、「
城
壁
」
を
想
像
す
る
の
が
難
し
い
ほ
ど
に
そ
の
石

壁
の
姿
は
断
片
的
な
も
の
だ
っ
た
。

　
「
道
路
の
向
か
い
側
を
見
て
」と
李
さ
ん
が
指
さ
す
方
に
も
同
様
の
石
壁
が
あ
っ
た
。
道
路
を
挟
ん
で
真
っ

二
つ
に
断
絶
さ
れ
た
石
壁
は
、
元
は
平
壌
城
外
城
の
城
壁
の
一
部
と
し
て
つ
な
が
っ
て
い
た
。
日
本
の
植
民

地
統
治
期
に
こ
こ
に
軍
事
演
習
場
を
作
る
際
に
壊
さ
れ
た
の
だ
。

　
「
三
国
史
記
」に
よ
る
と
、平
壌
城
は
５
５
２
年
か
ら
５
８
６
年
ま
で
35
年
間
に
わ
た
っ
て
築
か
れ
た
都
城
。

平
壌
城
の
城
壁
は
現
在
の
牡
丹
峰
区
域
、
中
区
域
、
平
川
区
域
を
囲
ん
だ
。
平
壌
城
の
内
部
構
図
は
、
牡
丹

峰
区
域
か
ら
中
区
域
、
平
川
区
域
に
下
り
な
が
ら
内
城
の
防
衛
城
で
宗
教
関
係
の
施
設
が
あ
っ
た
北
城
、
王

宮
が
あ
っ
た
内
城
、
中
央
官
庁
が
あ
っ
た
中
城
、
住
居
区
域
の
外
城
に
分
か
れ
た
。

平壌の高句麗遺跡を歩く
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平
壌
城
の
周
囲
は
16
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
城
壁
の
総
延
長
は
23
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
だ
。
平
壌
城
は
同
じ
高
句

麗
の
城
と
は
い
え
大
城
山
城
と
は
ま
た
違
う
方
式
で
築
か
れ
た
。
大
城
山
城
の
場
合
、
王
宮
で
あ
る
安
鶴
宮

の
後
方
に
防
衛
城
と
し
て
構
え
、
有
事
の
際
に
は
王
宮
か
ら
後
方
の
山
城
に
移
動
し
て
避
難
し
た
。
平
壌
城

の
場
合
は
、
山
城
の
中
に
王
宮
を
建
て
た
。
平
壌
の
特
異
な
地
形
を
最
大
限
に
利
用
し
た
も
の
で
、
こ
れ
に

よ
っ
て
人
々
は
有
事
の
際
の
移
動
の
不
安
が
な
く
な
っ
た
と
李
さ
ん
は
説
明
し
た
。
高
句
麗
全
盛
期
の
戸
数

は
、
周
辺
地
域
を
含
め
て
21
万
５
０
８
戸
に
達
し
た
と
い
う
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
の
平
壌
市
の
５
つ
の
道
路
を
つ
な
ぐ
交
差
点
に
そ
び
え
る
普
通
門
は
５
５
２
年
に
建
て
ら
れ
た
。「
普

通
門
は
『
神
門
』
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
ん
で
す
」
と
李
さ
ん
は
言
う
。

　

秀
吉
の
朝
鮮
侵
略
（
１
５
９
２

－

１
５
９
８
）
の
際
、
平
壌
城
の
城
門
で
こ
の
門
だ
け
が
燃
え
ず
に
残
っ

た
。
朝
鮮
戦
争
（
１
９
５
０

－

１
９
５
３
）
時
に
は
、
米
軍
の
苛
烈
な
空
爆
に
よ
り
破
壊
さ
れ
た
が
、
戦
後
、

朝
鮮
政
府
の
文
化
遺
産
保
存
政
策
に
よ
っ
て
み
ご
と
復
旧
さ
れ
た
。
現
在
の
建
物
は
１
４
７
３
年
に
建
て
直

さ
れ
た
も
の
で
、
朝
鮮
に
残
っ
て
い
る
城
門
の
な
か
で
も
っ
と
も
大
き
く
古
い
も
の
の
ひ
と
つ
だ
。
中
城
の

西
門
で
あ
る
普
通
門
は
国
防
上
、
交
通
の
要
衝
に
位
置
し
、
高
句
麗
時
代
か
ら
高
麗
、
朝
鮮
王
朝
に
い
た
る

ま
で
重
視
さ
れ
た
。

　

李
さ
ん
に
よ
る
と
、普
通
門
の
元
の
位
置
は
現
在
の
場
所
で
は
な
い
。か
つ
て
は
今
よ
り
北
西
方
向
55
メ
ー

ト
ル
先
の
普
通
江
沿
い
に
あ
っ
た
の
だ
が
、
戦
後
、
首
都
建
設
の
た
め
に
こ
の
位
置
に
移
さ
れ
た
。

　

平
壌
城
内
城
の
東
門
だ
っ
た
大
同
門
の
門
楼
に
は
当
時
、
平
壌
鐘
が
か
か
っ
て
い
た
。
日
に
２
回
、
午
前

４
時
と
午
後
10
時
に
鐘
を
鳴
ら
し
て
人
々
に
時
間
を
知
ら
せ
た
。午
前
４
時
の
鐘
で
平
壌
城
の
城
門
が
開
き
、

午
後
10
時
の
鐘
で
閉
じ
ら
れ
た
。
人
々
は
楼
閣
の
下
の
ア
ー
チ
型
の
通
路
を
通
っ
て
出
入
り
し
た
。
正
面
に

は
大
同
江
が
流
れ
、
背
面
に
は
現
在
、
道
路
越
し
に
金
成
柱
小
学
校
が
建
っ
て
い
る
。

　
「
高
句
麗
の
人
々
の
姿
を
描
い
て
み
ま
せ
ん
か
」。
李
さ
ん
は
こ
の
よ
う
に
言
い
な
が
ら
ア
ー
チ
型
の
通
路

を
ゆ
っ
く
り
と
往
復
し
た
。
私
も
李
さ
ん
の
説
明
を
か
み
し
め
な
が
ら
後
ろ
に
続
い
た
。

　
「
高
句
麗
の
人
々
の
息
遣
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
か
。
先
祖
た
ち
と
対
話
が
で
き
る
学
問
が
ま
さ
に
考

古
学
な
の
で
す
。
知
る
ほ
ど
に
高
句
麗
の
存
在
が
と
て
も
近
く
感
じ
ら
れ
る
の
で
す
。
遺
跡
は
歴
史
の
確
か

な
証
言
者
で
す
か
ら
」

（
本
稿
は
「
朝
鮮
新
報
」
２
０
０
８
年
１
月
16
日
、
18
日
、
21
日
付
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
を
編
集
し
た
）
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